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Comparison of Shinshū 《真宗》, Ji-shū 《時宗》 and Yuzu 
Nembutsushū 《融通念仏宗》 in regard to the “Tōdaiji-temple 
memorial service” 《堂供養》 in 1709
KOGA Katsuhiko
Key words
“Tōdaiji-temple memorial service” / Shinshū / Ji-shū / Yuzu Nembutsushū
Summary 
In this report I attempt to correspond Shinshū (sect) in “the temple memorial 
service”《堂供養》 to Tōdaiji Temple Hall of the Great Buddha 《東大寺大仏殿》 
completion memory ceremony of 1709 and comparison of the Ji-shū, Yuzu 
Nembutsushū of Buddhism. 
At first I survey a Buddhist memorial service schedule day by day.
Then, I look at the aspects of each denomination.
Then, I compare three Buddhist memorial services. With three Buddhist me-
morial services, there is it by construction start of construction ceremony 《釿始
法要》 of the Tōdaiji Temple Hall of the Great Buddha of from April 2, 1688 to 
April 8, the Tōdaiji Temple great statue of Buddha completion memory ceremo-
ny (“consecrating ceremony of a newly made Buddhist image”) from March 8, 
1692 to April 8, a completion commemorative ceremony (“the temple memorial 
service”) of the Tōdaiji Temple Hall of the Great Buddha of from March 21, 
1709 to April 8.
For example, there was a Buddhist priest who entered services for all three 
Buddhist memorial services in the Higashi-Hongwan-ji Temple. But I was not in 
the Nishi (west)-Hongwanji Temple group.
 Finally I carried out a comparison of the ceremony of the Shinshū the Ji-shū, 
the flexibility Nembutsu sect of Buddhism mainly on the order of a ceremony of 
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the Buddhist memorial service, the schedule of the Buddhist memorial service.
 Existence of the Ji-shū and the Yuzu Nembutsushū in which I surveyed 
three Buddhist memorial services, and regarded this grand ceremony entering a 
service as the opportunity of the sect group expansion and the rise of popularity 
from the above-mentioned analysis became clear in the conclusion. At the same 
time, the aggressiveness of the Jodo-shū of Buddhism that the general 《将軍》 
helps overall is worthy of special mention.
Why did I not choose the way which carried out the Buddhist memorial 
service in the religious community when showed the presence in Shinshū, a 
Buddhist memorial service of another religion either? Because this is a merely 
hypothesis, and I would like to engage it is as a problem in future.
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
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宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
宝
永
六
年
の
東
大
寺
大
仏
殿
堂
供
養
に
於
け
る
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
古
賀
克
彦
〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
東
大
寺
殿
堂
供
養
／
真
宗
／
時
宗
／
融
通
念
仏
宗
序
は
じ
め
に
本
誌
前
々
号
に
寄
稿
し
た
「
近
世
の
東
大
寺
大
仏
千
僧
会
等
に
お
け
る
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
」）1
（
で
は
、
江
戸
時
代
の
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
。
九
月
晦
日
に
元
禄
と
改
元
）
四
月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
の
大
仏
殿
の
釿
ち
ょ
う
な
始はじめ
記
録
（
各
地
か
ら
三
千
五
百
人
の
大
工
と
千
人
の
僧
、
参
詣
人
は
六
万
、
奉
加
銭
千
両
が
集
ま
っ
た
）
を
、
同
時
異
筆
の
も
の
に
よ
っ
て
比
較
し
た
（
以
下
、
前
々
稿
と
称
す
）。
そ
れ
を
承
け
て
本
誌
前
号
で
は
、
そ
の
四
年
後
（
元
禄
五
年
＝
一
六
九
二
）
の
東
大
寺
大
仏
完
成
に
よ
る
開
眼
供
養
を
採
り
挙
げ
、「
元
禄
五
年
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
万
僧
供
養
に
於
け
る
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
」）2
（
と
題
し
て
寄
稿
し
た
（
以
下
、
前
稿
と
称
す
）。
そ
し
て
本
稿
で
は
、
更
に
そ
の
十
七
年
後
の
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
に
挙
行
さ
れ
た
、
東
大
寺
大
仏
殿
落
慶
法
要
に
該
当
す
─ 54 ─
る
「
堂
供
養
」
に
於
け
る
、
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
を
試
み
る
。
併
せ
て
、
こ
の
三
法
要
の
総
括
も
し
て
み
よ
う
。
先
行
研
究
と
し
て
は
、
平
岡
定
海
の
諸
著
作
が
挙
げ
ら
れ
る）3
（
。
特
に
、
平
岡
が
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
の
大
仏
殿
の
再
建
に
関
す
る
記
録
と
し
て
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
充
分
な
根
拠
と
な
る
史
料
が
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
近
時
、
勧
修
寺
宮
門
跡
、
筑
波
常
遍
師
の
御
依
頼
を
う
け
て
、
同
寺
の
大
経
蔵
の
調
査
に
お
も
む
き
、
東
大
寺
（
第
十
一
箱
）
な
る
墨
書
銘
の
あ
る
書
箱
を
調
べ
て
い
る
う
ち
に
「
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」
と
名
づ
け
た
桐
箱
入
の
二
冊
の
冊
子
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
本
書
に
つ
い
て
は
大
屋
徳
城
博
士
が
、「
東
大
寺
史
」
の
編
著
に
際
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
の
紹
介
に
つ
い
て
は
今
般
御
門
跡
の
許
可
を
得
て
お
こ
な
う
の
を
も
っ
て
初
と
す
る
。
こ
の
史
料
に
は
、
単
に
公
慶
上
人
の
事
績
の
み
な
ら
ず
公
盛
→
公
俊
→
庸
訓
の
四
代
の
大
勧
進
上
人
の
事
績
を
中
心
に
、
そ
の
間
に
於
て
東
大
寺
内
で
興
隆
さ
れ
た
伽
藍
の
こ
と
、
な
か
ん
ず
く
大
仏
殿
の
再
興
と
い
う
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
の
大
事
業
に
つ
い
て
、
庸
訓
に
よ
っ
て
事
細
か
に
編
纂
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
い
や
し
く
も
東
大
寺
の
歴
史
を
ひ
も
と
か
ん
と
す
る
も
の
の
必
見
の
史
料
と
い
え
る）4
（
。
と
述
べ
て
い
る
史
料
「
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」（
以
下
、『
興
隆
略
記
』
と
略
称
す
る
）
は
最
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
以
下
に
、
今
回
用
い
る
史
料
を
掲
げ
る
。
史
料
①
大
佛
殿
堂
供
養
記）5
（
史
料
②
大
佛
殿
再
建
記）6
（
史
料
③
南
都
東
大
寺
大
殿
落
慶
上
棟
儀
宝
永
六
年
己
丑
三
月
十
七
日）（
（
史
料
④
「
藤
田
祥
光
著
『
寳
永
再
建
大
佛
殿
』」
中
の
「
寳
永
六
年
大
佛
殿
堂
供
養
控
」
史
料
④
α
「
藤
田
祥
光
著
『
寳
永
再
建
大
佛
殿
』」
中
の
「
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
之
覺
」
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史
料
⑤
「
宝
永
六
年
再
建
大
仏
殿
」
中
の
「
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
覺
」
こ
の
中
で
、
史
料
①
は
「
東
大
寺
叢
書
」
第
二
に
所
収
の
も
の
で
、
標
題
は
「
大
佛
殿
堂
供
養
記
／
執
行
祐
想
記
之
寫
已
／
法
印
公
祥
」
で
、「
一
從
二
三
月
廿
一
日
開
關
一
至
二
四
月
八
日
結
願
一
迄
。
毎
日
從
二
諸
寺
諸
山
一
出
仕
法
事
諷
經
香
拈
等
有
レ
之
。
左
記
レ
之
。」
の
後
に
、
法
要
の
日
程
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
抄
出
し
た
。
掉
尾
に
は
、「
表
紙
に
／
寶
永
六
己
丑
年
四
月
日
執
行
兼
奉
行
大
貳
寺
主
祐
想
／
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
日
記
草
書
／
暇
日
清
書
校
合
可
レ
有
レ
之
也
」
と
あ
る
。
史
料
②
は
、
島
津
良
子
・
坂
東
俊
彦
「
玉
井
家
蔵
「
大
仏
殿
再
建
記
」
解
説
お
よ
び
史
料
翻
刻
第
三
回
」
所
収
の
「
大
仏
殿
再
建
記
」
第
一
冊
「
天
」
巻
の
翻
刻
か
ら
法
要
日
程
を
抄
出
し
た
。
史
料
③
は
、
天
野
信
景
『
塩
尻
』
三
十
三
の
「
〇
南
都
東
大
寺
／
大
殿
落
慶
上
棟
儀
宝
永
六
年
己
丑
三
月
十
七
日
」
の
項
に
よ
る
。
最
初
に
「
同
月
廿
一
日
供
養
自
今
日
至
四
月
八
日
毎
日
法
花
千
部
南
京
密
宗
仏
聖
加
持
音
楽
」
と
あ
る
。
史
料
④
⑤
は
、
奈
良
県
立
図
書
情
報
館
「
ふ
る
さ
と
貴
重
書
庫
」
の
「
ふ
る
さ
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
内
「
藤
田
文
庫
」
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
④
は
請
求
記
号0090-4-50
、
資
料ID
15121（234
。
⑤
は
請
求
記
号090-4-1（1
、
資
料ID
15121（5（4
。
④
α
は
④
の
一
部
）。
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
ま
ほ
ろ
ば
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
画
像
を
見
る
事
が
出
来
る
。
藤
田
祥
光
（
一
八
七
七
～
一
九
五
〇
）
の
編
著
お
よ
び
手
写
記
録
類
と
し
て
当
時
の
奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
が
製
本
し
た
も
の
で
、
標
題
の
「
寳
永
再
建
大
佛
殿
」「
宝
永
六
年
再
建
大
仏
殿
」
は
「
奈
良
県
立
奈
良
図
書
館
郷
土
資
料
目
録
」（
一
九
七
九
年
）
に
よ
る
。
史
料
④
⑤
は
何
れ
も
二
十
世
紀
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
翻
刻
は
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
い
ま
こ
こ
に
抄
出
を
試
み
る
。
史
料
④
「
藤
田
祥
光
著
『
寳
永
再
建
大
佛
殿
』」
中
の
「
寳
永
六
年
大
佛
殿
堂
供
養
控
」
表
紙
題
字
「
寳
永
再
建
大
佛
殿
／
藤
田
祥
光
著
」
（
標
題
）「
寳
永
六
年
／
大
佛
殿
堂
供
養
控
／
内
藤
善
右
衛
門
」（
中
略
）
一
（
三
月
）
廿
一
日
晴
天
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一
辰
之
刻
御
寺
中
不
残
眞
言
院
エ
御
添
［
参
カ
］（
中
略
）
廿
二
日
晴
天
一
佛
餉
加
持
公
盛
上
人
會
中
毎
日
御
勤
（
中
略
）
廿
三
日
晴
天
一
巳
之
刻
寺
中
御
出
仕
論
義
有
之
候
事
廿
四
日
晴
天
一
辰
刻
南
都
一
向
宗
出
仕
京
都
靈
究
［
山
丸
カ
］
山
長
樂
寺
出
仕
一
京
妙
心
寺
惣
代
同
鹿
谷
法
然
院
（
中
略
）
廿
五
日
曇
天
一
五
ツ
時
御
寺
務
御
成
御
齋
被
進
候
（
中
略
）
一
午
刻
寺
中
出
仕
上
人
様
御
断
被
仰
御
出
仕
無
之
（
中
略
）
一
高
野
常
樂
院
谷
惣
代
一
四
ツ
時
學
侶
衆
諸
役
人
御
齋
一
九
ツ
時
堂
中
三
ヶ
院
御
齋
（
中
略
）
廿
六
日
一
午
刻
本
願
寺
門
徒
寺
僧
出
仕
一
遊
行
上
人
代
京
莊
嚴
寺
播
州
淨
土
寺
代
歡
喜
院
（
中
略
）
廿
七
日
晝
時
迄
雨
八
ツ
過
ヨ
リ
晴
一
河
州
上
太
子
代
無
量
壽
院
（
中
略
）
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廿
八
日
一
招
提
寺
衆
中
出
仕
（
中
略
）
廿
九
日
一
午
刻
藥
師
寺
衆
中
出
仕
一
未
ノ
刻
東
大
寺
舞
樂
有
之
（
中
略
）
一
中
宮
寺
様
御
参
詣
一
圓
照
寺
様
尼
衆
参
詣
ま
ん
ち
う
折
遣
之
（
中
略
）
晦
日
京
都
智
積
院
代
明
星
院
武
州
護
持
院
代
梅
心
院
初
瀨
小
池
坊
代
月
輪
院
武
州
成
滿
院
代
超
昇
寺
武
州
護
國
寺
代
覺
勝
院
紀
州
高
野
山
聖
坊
惣
代
常
徳
院
摂
州
天
王
寺
一
心
寺
河
州
譽
田
大
満
院
（
中
略
）
四
月
朔
日
一
知
恩
院
代
如
来
寺
門
中
上
下
凡
六
百
人
余
一
午
之
刻
和
州
畑
郷
一
勢
州
松
阪
［
坂
］
樹
教
寺
二
日
一
法
隆
寺
出
仕
一
河
州
金
剛
山
大
宿
坊
名
代
地
藏
院
─ 5（ ─
一
醍
醐
三
寶
院
様
ヨ
リ
御
使
者
御
香
儀
金
五
百
疋
（
中
略
）
三
日
一
京
知
恩
院
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
凡
上
下
五
百
人
余
一
京
誓
願
寺
代
法
雲
寺
（
中
略
）
四
日
一
京
知
恩
院
派
大
阪
［
坂
］
百
万
遍
門
中
出
仕
（
中
略
）
五
日
一
巳
之
刻
西
大
寺
衆
出
仕
一
未
刻
菩
提
山
出
仕
一
大
阪
［
坂
］
淨
土
眞
宗
三
光
院
［
寺
］
一
午
刻
樂
人
中
齋
（
中
略
）
六
日
一
平
野
大
通
上
人
并
門
中
衆
僧
貳
百
十
五
人
出
仕
下
々
共
凡
七
百
人
一
和
州
釜
口
惣
代
成
龍
院
同
西
松
尾
寺
惣
代
福
壽
院
余
一
同
當
麻
寺
惣
代
地
藏
院
一
大
通
上
人
宿
坊
へ
御
越
被
成
候
事
七
日
一
一
乘
院
多
喜
宮
様
御
參
詣
御
門
下
中
御
供
御
加
羅
御
香
儀
金
五
百
疋
（
中
略
）
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一
多
喜
宮
様
内
陳
被
成
座
内
へ
御
菓
子
杉
折
二
重
ニ
し
て
上
尓
は
菓
子
下
尓
饅
頭
尓
て
被
進
候
ま
ん
ち
う
五
丁
入
堂
［
壷
カ
］
御
家
来
中
へ
同
断
（
中
略
）
一
京
黒
谷
金
戒
光
明
寺
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
一
和
州
桃
尾
山
龍
福
寺
同
安
樂
院
一
申
之
刻
公
盛
上
人
様
并
弟
子
中
十
人
出
仕
装
束
法
眼
衲
衣
両
部
密
法
於
［
修
カ
］
之
八
日
一
巳
之
刻
寺
中
不
残
御
出
仕
（
中
略
）
一
寺
中
不
残
勧
進
所
エ
御
出
（
中
略
）
一
法
事
相
濟
申
候
上
尓
て
大
和
河
内
聖
人
數
九
十
六
人
焼
香
但
堂
外
尓
て
初
之
九
日
（
中
略
）
一
廿
二
日
（
中
略
）
一
諸
講
中
江
供
養
御
祈
禱
札
一
々
御
持
参
被
成
候
靈
山
丸
山
長
樂
寺
誓
願
寺
右
出
仕
又
ハ
使
僧
御
禮
御
出
被
成
候
（
中
略
）
廿
四
日
百
万
遍
獅
［
鹿
］
谷
法
然
寺
［
院
］
禪
林
寺
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智
積
院
并
行
智
坊
七
条
金
光
寺
長知恩
院
門
中
香
寺
聖
徳
寺
如
來
寺
廿
八
日
（
中
略
）
青
［
粟
生
］
野
光
明
寺
清
水
成
龍
［
就
］
院
供
養
御
礼
使
僧
法
詮
妙
心
寺
靈
安
寺
等
持
院
金
閣
寺
一
上
人
號
御
禮
御
参
内
此
度
御
勤
被
成
筈
之
處
直
御
参
内
之
御
願
ニ
付
（
以
下
略
）
史
料
④
α
「
藤
田
祥
光
著
『
寳
永
再
建
大
佛
殿
』」
中
の
「
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
之
覺
」
寶
永
六
巳丑
年
三
月
廿
一
日
ヨ
リ
四
月
八
日
迄
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
之
覺
一
三
月
廿
一
日
出
仕
東
大
寺
衆
僧
未
［
末
］
寺
迄
一
同
廿
二
日
廿
三
日
東
大
寺
一
同
廿
四
日
南
都
東
本
願
寺
門
中
辰
ノ
刻
ニ
京
妙
心
寺
衆
靈
鷲
山
念
番
［
捻
香
カ
］
有
正
法
寺
安
養
寺
長
楽
寺
一
同
二
十
五
日
（
※
空
欄
）
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一
同
二
十
六
日
南
都
西
本
願
寺
門
中
一
同
二
十
七
日
藥
師
寺
一
同
二
十
八
日
唐
招
提
寺
一
同
二
十
九
日
舞
樂
有
之
一
同
晦
日
長
谷
寺
名
代
月
輪
院
一
四
月
朔
日
京
都
知
恩
院
名
代
三
有
［
百
カ
］
人
余
一
同
二
日
法
隆
寺
一
同
三
日
大
坂
知
恩
院
門
中
八
拾
ヶ
寺
余
一
同
四
日
大
坂
百
万
遍
門
中
一
同
五
日
西巳ノ
刻大
寺
菩未ノ
刻提
山
一
同
六
日
平
野
大
念
佛
寺
一
同
七
日
大
坂
黒
谷
門
中
一
同
八
日
東
大
寺
安
井
御
門
跡
右
之
通
ニ
候
史
料
⑤
「
宝
永
六
年
再
建
大
仏
殿
」
中
の
「
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
覺
」
表
紙
題
字
「
寳
永
六
年
再
建
大
佛
殿
／
町
代
高
木
又
兵
衛
／
文
書
」（
中
略
）
寳
永
六
巳丑
年
三
月
二
十
一
日
ヨ
リ
四
月
八
日
迠
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
覺
─ 62 ─
一
三
月
廿
一
日
東
大
寺
衆
僧
末
寺
迠
一
同
廿
二
日
（
※
空
欄
）
一
同
廿
三
日
東
大
寺
一
同
廿
四
日
南
都
東
本
願
寺
門
中
辰
ノ
刻
ニ
同
日
靈
鷲
山⎛
正
法
寺
京
妙
心
寺
衆
念
番
有
⎜
安
養
寺
［
捻
香
カ
］
⎝
長
樂
寺
一
同
廿
五
日
（
※
空
欄
）
一
同
二
十
六
日
南
都
西
本
願
寺
門
中
一
同
二
十
七
日
藥
師
寺
一
同
二
十
八
日
招
提
寺
一
同
二
十
九
日
舞
樂
有
之
一
同
晦
日
長
谷
寺
名
代
月
輪
院
一
四
月
朔
日
京
都
知
恩
院
名
代
三
百
人
余
一
同
二
日
法
隆
寺
一
同
三
日
大
坂
知
恩
院
門
中
八
十
ヶ
寺
余
畑
郷
中
一
同
四
日
大
坂
百
万
遍
門
中
ノ
寺
一
同
五
日
巳
ノ
刻
西
大
寺
未
ノ
刻
菩
提
山
一
同
六
日
平
野
大
念
佛
寺
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一
同
七
日
大
坂
黒
谷
門
中
一
同
八
日
東
大
寺
安
井
御
門
跡
右
之
通
ニ
候
（
中
略
。
以
下
、
奥
付
）
寶
永
六
年
大
佛
殿
堂
供
養
袋
来
ル
丑
三
月
廿
一
日
ヨ
リ
四
月
八
日
迠
大
佛
堂
供
養
南
都
東
大
寺
勸
進
所
角
印
印
□
大
坂
北
堀
江
御
池
通
三
丁
目
八
幡
屋
清
助
寶
永
六
年
丑
三
月
二
十
四
日
こ
の
史
料
⑤
奥
付
の
日
付
は
法
要
中
で
あ
り
、
先
の
史
料
③
は
法
要
前
な
の
で
、
共
に
記
録
で
は
な
く
予
定
表
と
考
え
ら
れ
、
実
際
に
行
わ
れ
た
内
容
と
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
よ
っ
て
、
史
料
価
値
と
し
て
は
①
・
②
の
方
が
重
か
ろ
う
。
ま
た
、
④
α
と
⑤
は
、
ほ
ぼ
同
一
内
容
で
あ
る
。
史
料
④
は
日
次
記
の
形
式
だ
が
、
時
刻
、
出
仕
寺
僧
の
情
報
が
詳
し
く
、
当
「
堂
供
養
」
研
究
に
欠
か
せ
な
い
文
献
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
各
史
料
は
、
内
容
の
重
複
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
お
互
い
の
闕
を
補
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
そ
れ
を
整
理
す
る
為
に
、
表
組
に
纏
め
て
掲
示
す
る
事
で
、
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
、
夫
々
の
持
つ
意
味
を
考
察
し
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
近
世
の
東
大
寺
大
仏
千
（
万
）
僧
会
に
於
け
る
念
仏
系
教
団
、
就
中
、
真
宗
（
東
西
本
願
寺
）
と
時
宗
、
併
せ
て
大
念
佛
宗
（
融
通
念
佛
宗
）
教
団
の
様
相
の
一
端
が
垣
間
見
ら
れ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
僧
団
・
教
団
を
中
心
に
、
対
比
し
な
が
ら
見
て
行
こ
う
と
思
う
。
─ 64 ─
な
お
、
本
稿
で
は
近
世
教
団
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、「
時
衆
」
で
は
な
く
「
時
宗
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
以
下
、
翻
刻
を
転
記
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
な
箇
所
は
太
字
に
し
て
強
調
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
は
適
宜
変
更
し
た
。
綱
文
や
月
日
等
、
見
出
し
と
な
る
部
分
の
書
体
も
太
字
と
し
た
。
文
中
の
「
／
」
は
改
行
箇
所
を
表
す
。
尚
、
標
出
・
頭
注
の
類
は
割
愛
し
た
場
合
も
あ
る
。
字
下
げ
せ
ず
、
一
行
空
き
で
引
用
し
た
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
引
用
文
中
に
は
、
現
在
で
は
差
別
用
語
と
さ
れ
る
歴
史
的
名
辞
が
散
見
す
る
が
、
本
稿
で
は
引
用
儘
と
し
た
。
こ
れ
は
、
学
術
的
見
地
か
ら
そ
の
用
語
を
残
す
こ
と
で
歴
史
研
究
を
発
展
さ
せ
、
現
代
に
お
け
る
差
別
解
消
を
推
進
す
る
願
い
か
ら
で
あ
る
。
寺
格
・
堂
班
・
類
聚
等
と
総
称
さ
れ
る
当
時
の
階
級
を
示
す
術
語
も
用
い
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
様
で
あ
る
。
一
法
要
日
程
の
比
較
以
下
、
掉
尾
に
「
法
要
対
照
表
」
を
作
成
し
た
の
で
御
覧
頂
き
た
い
。
『
興
隆
略
記
』
宝
永
四
年
項
に
堂
供
養
執
行
之
日
数
開
眼
供
養
半
減
十
五
日
執
行
之
段
申
上
置
候
処
、
成
満
院
護
持
院
隠
居
也
大
僧
正
御
申
候
者
、
如
旧
例
四
月
八
日
之
結
願
ニ
テ
ハ
三
月
二
十
四
日
開
白
ニ
当
リ
候
、
此
日
取
不
宜
候
間
吉
辰
三
月
二
十
一
日
開
白
有
之
、
十
八
日
之
執
行
ニ
相
願
可
然
旨
ニ
付
、
と
あ
る
。
公
盛
は
開
眼
供
養
同
様
、
一
ヶ
月
（
正
確
に
は
三
十
一
日
間
）
を
予
定
し
て
い
た
が
、
幕
府
は
半
分
の
十
五
日
、
隆
光
が
十
八
日
間
の
妥
協
案
を
出
し
た
、
と
あ
る
。
思
え
ば
貞
享
五
年
の
大
仏
殿
釿
始
は
一
週
間
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
堂
供
養
（
落
慶
法
要
）
初
日
の
三
月
二
十
一
日
は
華
厳
会
で
東
大
寺
出
仕
。
史
料
①
は
「
兩
堂
三
ヶ
院
末
寺
等
衆
僧
出
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仕
。
都
合
四
十
九
口
」、
②
は
「
当
寺
学
侶
両
堂
衆
末
寺
等
四
十
八
人
」
と
ほ
ぼ
同
じ
。
③
に
は
「
凡
出
僧
百
口
」
と
あ
る
が
、
寧
ろ
翌
二
十
二
日
記
載
の
「
南
都
十
三
ヶ
寺
僧
侶
凡
四
十
八
人
」
の
方
が
合
致
す
る
。
三
月
二
十
二
日
は
①
②
④
共
に
、
公
盛
の
出
仕
・
勤
務
を
書
く
。
三
月
二
十
三
日
は
各
史
料
共
通
で
東
大
寺
出
仕
。
①
で
「
講
問
」、
②
に
「
三
論
宗
論
義
」。
史
料
③
だ
け
「
南
京
真
言
宗
九
十
口
」
と
あ
る
。
三
月
二
十
四
日
は
①
に
「
東
本
願
寺
門
徒
德
願
寺
權
律
師
良
胤
。
伴
僧
十
二
人
。
同
專
念
寺
祐
誓
。
伴
僧
八
人
。
同
教
行
寺
了
伯
。
伴
僧
四
人
。
各
于
大
佛
殿
出
仕
。
法
事
勤
之
也
。
未
剋
。
京
靈
山
正
法
寺
第
廿
五
代
國
阿
上
人
。
同
丸
山
安
養
寺
同
長
樂
寺
等
。
右
三
ヶ
寺
之
衆
僧
。
各
出
仕
。
法
事
勤
之
也
」
と
あ
る
。
東
本
願
寺
派
の
伴
僧
の
総
数
は
二
十
四
人
で
、
次
の
②
と
一
致
す
る
。
③
の
記
載
人
数
は
総
じ
て
多
く
「
同
（
南
京
）
東
門
浄
土
真
宗
六
十
口
」
と
あ
る
。
④
は
「
南
都
一
向
宗
出
仕
京
都
靈
究
山
長
樂
寺
出
仕
」
と
読
め
る
が
、
こ
れ
は
「
京
都
靈
山
・
丸
山
・
長
樂
寺
」
の
こ
と
だ
ろ
う
。
①
の
靈
山
正
法
寺
國
阿
だ
け
、
他
寺
院
に
は
な
い
「
第
廿
五
代
」
と
代
数
が
入
る
。
按
ず
れ
ば
、
前
回
の
開
眼
供
養
と
異
な
り
、
今
回
は
代
僧
が
多
い
。
弱
小
と
は
い
え
、
上
人
号
を
有
す
る
一
宗
一
派
の
主
は
南
都
関
係
以
外
で
は
、
こ
の
國
阿
と
大
念
仏
寺
の
融
観
大
通
だ
け
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）
九
月
五
日
（
位
牌
。
同
寺
過
去
帳
で
は
二
十
五
日
。
た
だ
し
後
者
は
二
十
五
代
ゆ
え
で
あ
ろ
う
）
寂
の
二
十
五
代
國
阿
（
圓
隆
）
に
つ
い
て
は
嘗
て
言
及
し
た
事
が
あ
る）（
（
。
今
次
法
要
も
前
回
同
様
、
霊
山
正
法
寺
・
丸
山
安
養
寺
・
東
山
長
楽
寺
の
三
山
揃
い
踏
み
で
あ
る
。
な
お
、
公
盛
と
関
係
が
あ
る
と
も
思
え
な
い
が
、
紀
州
高
野
山
僧
に
「
盛
」
字
を
持
つ
者
が
多
い
。
②
に
は
、「
東
本
願
寺
派
南
都
三
箇
寺
并
伴
僧
二
十
四
人
出
仕
先
唄
次
焼
香
次
三
誓
偈
次
讃
次
念
仏
回
向
次
退
出
行
列
仕
丁
六
人
上
下
着
四
人
素
襖
十
人
僮
僕
雑
々
」「
拈
香
僧
衆
京
妙
心
寺
惣
代
同
鹿
谷
法
然
院
」
と
あ
る
。
④
α
⑤
共
に
「
京
妙
心
寺
衆
念
番
有
」
と
す
る
が
、「
念
番
」
は
「
捻
香
」、
即
ち
「
拈
香
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
拈
香
僧
衆
の
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ト
ッ
プ
を
切
っ
た
の
は
、
臨
済
宗
の
妙
心
寺
だ
っ
た
。
三
月
二
十
五
日
は
②
の
み
、「
霊
山
正
法
寺
丸
山
安
養
寺
東
山
長
楽
寺
并
寺
僧
衆
僧
十
五
人
出
仕
／
先
伽
陀
次
敬
礼
天
人
次
無
常
偈
次
踊
躍
念
仏
次
願
以
此
功
徳
次
十
念
次
退
出
」
と
あ
る
。
①
④
④
α
⑤
共
に
前
日
の
三
月
二
十
四
日
出
仕
で
あ
る
。
三
月
二
十
六
日
は
①
に
「
西
本
願
寺
門
徒
。
南
都
淨
教
寺
民
部
卿
行
省
。
同
末
寺
十
四
ヶ
寺
。
正
覺
寺
了
宗
。
從
僧
四
人
。
郡
山
正
願
寺
湛
慧
。
從
僧
同
断
。
同
所
淨
照
寺
遵
海
。
從
僧
同
斷
」、
②
に
「
西
本
願
寺
派
南
都
郡
山
四
箇
寺
并
其
末
寺
十
四
人
伴
僧
十
七
人
出
仕
／
先
伽
陀
次
阿
弥
陀
経
行
道
次
回
向
次
念
仏
次
退
出
」
と
あ
り
、
各
史
料
共
に
「
西
本
願
寺
」「
南
京
西
門
中
五
十
口
」
等
と
出
る
。
一
般
書
の
平
岡
定
海
『
大
佛
勧
進
も
の
が
た
り
』（
註
（
３
）
に
掲
出
）
に
、「
二
十
六
日
に
は
京
都
荘
厳
寺
・
播
州
浄
土
寺
・
西
本
願
寺
」
が
参
列
、
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
拈
香
と
出
仕
が
弁
別
さ
れ
て
い
な
い
の
も
如
何
か
と
は
思
う
が
、
特
に
「
京
都
荘
厳
寺
」
で
は
読
者
に
は
伝
わ
る
ま
い
。
他
の
播
州
浄
土
寺
（
こ
れ
も
実
は
代
理
の
歡
喜
院
だ
が
）・
西
本
願
寺
の
大
坊
と
比
し
て
、
普
通
の
一
末
寺
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
は
①
に
「
遊
行
上
人
代
僧
。
京
都
莊
嚴
寺
覺
阿
。
同
七
條
宗
壽
院
兩
人
」、
②
④
に
「
遊
行
上
人
代
京
（
都
）
荘
厳
寺
」
と
あ
る
如
く
、
遊
行
上
人
代
僧
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
三
月
二
十
七
日
は
①
②
④
共
に
上
太
子
無
量
壽
院
。
③
④
α
⑤
は
薬
師
寺
と
す
る
。
三
月
二
十
八
日
は
史
料
全
て
唐
招
提
寺
。
人
数
は
②
に
「
唐
招
提
寺
衆
僧
三
十
五
人
出
仕
」、
③
は
「
招
提
寺
七
十
五
口
」。
三
月
二
十
九
日
は
十
八
日
間
の
中
日
に
該
当
す
る
為
、
薬
師
寺
と
東
大
寺
が
出
仕
し
て
い
る
。
③
は
興
福
寺
に
な
っ
て
い
る
。
三
月
三
十
日
は
新
義
と
古
義
の
真
言
宗
が
出
仕
し
て
い
る
。
成
満
院
と
は
隆
光
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
先
の
『
大
佛
勧
進
も
の
が
た
り
』
で
は
「
江
戸
の
護
持
院
隆
光
の
代
と
し
て
梅
心
院
」
と
あ
る
が
、
時
の
護
持
院
は
、
護
国
寺
に
居
た
快
意
が
隆
光
の
後
釜
に
転
位
し
て
い
る
。
③
の「
紀
州
高
野
山
衆
僧
凡
二
百
余
口
」は
多
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
②
④
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
④
の「
紀
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州
高
野
山
聖
坊
惣
代
常
徳
院
」
の
「
聖
坊
」
は
「
聖
方
」
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
④
α
⑤
は
「
長
谷
寺
名
代
月
輪
院
」
の
み
記
す
。
四
月
一
日
は
①
②
④
④
α
⑤
共
に
知
恩
院
名
代
だ
が
、
③
は
「
北
京
智
恩
院
尊
統
法
親
王
円
理
大
僧
正
衆
僧
凡
一
百
三
十
五
口
」
と
貴
種
が
来
臨
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
人
数
も
二
百
・
合
計
百
六
十
四
・
百
三
十
五
・
六
百
・
三
百
と
幅
が
あ
る
。
①
「
和
州
畑
之
郷
眞
言
宗
」、
②
「
和
州
畑
卿
［
郷
］
真
言
宗
衆
僧
十
六
人
」、
④
「
和
州
畑
郷
」
と
の
記
述
も
あ
る
。
な
お
、
①
に
「
勢
州
松
坂
樹
敬
寺
隨
譽
上
人
」、
②
に
「
勢
州
松
坂
樹
教
寺
」、
④
に
「
勢
州
松
阪
［
坂
］
樹
教
寺
」
と
出
る
が
、
正
し
く
は
樹
敬
寺
で
、
読
み
が
「
じ
ゅ
き
ょ
う
じ
」
で
あ
る
事
が
判
明
す
る
。
前
稿
史
料
①
に
は
元
禄
五
年
四
月
六
日
、
前
稿
史
料
②
に
は
そ
の
翌
日
に
出
る
。「
隨
譽
上
人
」
と
あ
る
か
ら
浄
土
宗
寺
院
で
あ
る
事
も
明
白
だ
が
、
開
山
は
俊
乗
房
重
源
で
、
大
仏
供
養
に
結
縁
す
る
立
派
な
理
由
が
あ
る
。
ま
た
知
恩
院
末
で
も
あ
り
、
こ
の
日
に
拈
香
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
本
居
宣
長
の
菩
提
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
四
月
二
日
は
③
以
外
の
記
載
は
法
隆
寺
で
あ
る
。
そ
の
③
は
「
黄
檗
山
万
福
寺
衆
僧
凡
一
百
五
十
口
」。
他
の
史
料
に
見
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
誤
報
か
。
①
②
④
で
は
醍
醐
三
宝
院
門
跡
使
者
が
遣
わ
さ
れ
て
い
る
。
四
月
三
日
も
③
以
外
は
①
「
坂
陽
知
恩
院
門
中
」、
②
「
知
恩
院
派
大
坂
衆
僧
八
十
一
人
伴
僧
」、
④
「
京
知
恩
院
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
凡
上
下
五
百
人
余
」、
④
α
⑤
は
「
大
坂
知
恩
院
門
中
八
十
ヶ
寺
余
」
で
あ
る
。
④
の
人
数
は
多
す
ぎ
な
い
か
。
③
は
独
自
の
記
載
で
「
西
大
寺
衆
僧
凡
七
十
口
／
畑
郷
密
宗
六
十
口
」。
但
し
⑤
に
も
「
畑
郷
中
ノ
寺
」
と
あ
る
。
④
α
と
⑤
は
ほ
ぼ
同
内
容
だ
が
、
こ
の
箇
所
だ
け
相
違
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
①
②
④
は
四
月
一
日
に
「
畑
郷
」
が
出
る
。
同
じ
く
①
②
④
で
「
京
都
誓
願
寺
名
代
」
が
拈
香
。
四
月
四
日
も
③
以
外
は
①
「
攝
州
大
坂
淨
土
宗
百
萬
遍
門
中
各
出
仕
」、
②
「
京
百
万
遍
知
恩
院
［
寺
］
派
大
坂
衆
僧
六
十
人
出
仕
」、
④
「
京
知
恩
院
［
寺
］
派
大
阪
［
坂
］
百
万
遍
門
中
出
仕
」、
④
α
⑤
「
大
坂
百
万
遍
門
中
」
で
あ
る
。
そ
の
③
は
「
内
山
［
永
久
寺
］
僧
衆
六
十
口
」。
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四
月
五
日
は
①
「
西
大
寺
一
山
衆
僧
出
仕
／
菩
提
山
正
曆
寺
一
山
衆
僧
出
仕
」、
②
「
西
大
寺
衆
僧
三
十
二
人
出
仕
／
菩
提
山
正
暦
寺
衆
僧
二
十
人
出
仕
」、
③
「
菩
提
山
僧
衆
五
十
口
／
谷
口
僧
衆
四
十
口
」、
④
「
西
大
寺
衆
出
仕
／
菩
提
山
出
仕
」、
④
α
⑤
「
西
大
寺
／
菩
提
山
」、
と
珍
し
く
一
致
し
て
い
る
。
③
の
「
谷
口
僧
衆
」
は
「
釜
か
ま
の
口くち
［
山
長
岳
寺
］
僧
衆
」
の
意
だ
ろ
う
。
な
お
、
①
に
「
大
阪
［
坂
］
天
滿
淨
土
眞
宗
三
光
寺
」、
②
に
「
大
坂
浄
土
真
宗
三
光
院
」、
④
に
「
大
阪
［
坂
］
淨
土
眞
宗
三
光
院
」
と
出
る
が
、
大
阪
市
福
島
区
に
本
願
寺
派
三
光
寺
が
現
存
す
る
。「
浄
土
真
宗
」
と
の
宗
名
に
も
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
月
六
日
は
①
「
河
州
平
野
融
通
大
念
佛
宗
大
通
和
尚
出
仕
勤
レ
之
。
衆
僧
凡
二
百
人
餘
」、
②
「
融
通
念
仏
宗
河
州
平
野
大
通
上
人
并
門
中
衆
僧
二
百
十
五
人
伴
僧
四
百
三
十
人
出
仕
」、
③
「
摂
州
平
野
大
念
仏
宗
衆
僧
凡
一
百
八
十
口
」、
④
「
平
野
大
通
上
人
并
門
中
衆
僧
貳
百
十
五
人
出
仕
下
々
共
凡
七
百
人
余
」、
④
α
⑤
「
平
野
大
念
佛
寺
」、
と
連
日
一
致
し
て
い
る
。
人
数
は
バ
ラ
バ
ラ
だ
が
、
②
だ
と
合
計
六
百
四
十
五
人
で
あ
り
④
の
七
百
人
に
近
く
な
る
。
因
み
に
、
後
述
す
る
『
東
大
寺
三
綱
所
日
々
記
』
同
日
条
に
も
「
大
念
佛
宗
河
州
平
野
上
人
大
佛
／
出
仕
法
事
有
之
衆
僧
二
百
人
余
也
御
寺
務
廳
聞
ニ
／
御
出
御
供
ニ
参
也
」
と
あ
る
が
、
平
野
は
摂
州
で
は
な
か
ろ
う
か
。
②
④
の
拈
香
僧
衆
に
先
の
「
和
州
釜
口
［
山
］
惣
代
」
が
居
る
。
四
月
七
日
は
②
に
未
記
載
で
惜
し
ま
れ
る
が
、
①
に
「
攝
州
大
阪
［
坂
］
黑
谷
門
中
淨
土
宗
出
仕
」、
④
に
「
京
黒
谷
金
戒
光
明
寺
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
」、
④
α
⑤
に
「
大
坂
黒
谷
門
中
」
と
あ
る
。
③
の
み
「
忍
辱
山
僧
衆
三
十
九
口
」
で
あ
る
。
最
終
四
月
八
日
は
最
勝
会
の
法
要
で
、
当
然
東
大
寺
が
勤
め
る
が
、
吉
田
栄
治
郎
「
近
世
大
和
の
三
昧
聖
」）9
（
が
注
目
す
る
よ
う
に
、
③
に
は
「
大
和
国
中
聖
方
凡
五
百
員
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
こ
の
吉
田
論
文
の
本
文
に
、「
上
別
府
氏
が
引
く
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
の
「
南
都
大
仏
殿
供
養
之
次
第
」
に
よ
れ
ば
」「
五
畿
内
聖
都
合
九
十
七
人
」）（1
（
と
あ
り
、
そ
の
「
南
都
大
仏
殿
供
養
之
次
第
」
の
註
に
上
別
府
氏
前
掲
「
三
昧
聖
と
葬
送
」
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
高
野
山
奥
之
坊
所
蔵
と
さ
れ
る
が
、
本
稿
作
成
時
点
で
は
直
接
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確
か
め
て
い
な
い
。
と
あ
る
。
当
方
も
未
見
で
あ
る
。
同
じ
頁
に
、
上
別
府
茂
氏
は
「
三
味
聖
と
葬
送
」（『
日
本
の
民
俗
と
宗
教
』
二
、
弘
文
堂
、
一
九
八
○
）
に
お
い
て
、
大
和
国
と
特
定
し
な
い
が
、
龍
松
院
に
よ
る
十
七
世
紀
末
期
の
五
畿
内
三
昧
聖
支
配
権
の
確
立
を
い
い
、
幕
末
に
至
る
ま
で
の
そ
の
拡
充
と
強
化
を
指
摘
す
る）（（
（
。
と
も
あ
る
。
こ
こ
で
度
々
出
て
く
る
上
別
府
茂
「
三
味
聖
と
葬
送
」
で
あ
る
が
、
本
文
に
「
三
昧
聖
側
の
史
料
で
あ
る
『
南
都
大
佛
殿
供
養
之
次
第
』（
安
政
二
年
、
量
阿
弥
徳
門
書
写
）」、
註
に
「
高
野
山
奥
之
坊
所
蔵
文
書
」
と
あ
る）（1
（
。
今
回
紹
介
し
た
、
④
に
も
「
法
事
相
濟
申
候
上
尓
て
大
和
河
内
聖
人
數
九
十
六
人
焼
香
但
堂
外
尓
て
初
之
」
と
の
記
載
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
人
数
の
記
載
で
あ
る
。
堂
外
に
て
焼
香
と
い
う
の
が
、
僧
俗
の
区
別
を
感
じ
る
。
二
各
宗
派
の
様
相
以
上
の
比
較
か
ら
気
付
い
た
事
を
列
挙
す
る
。
な
お
、
詳
し
い
比
較
は
表
を
参
照
頂
き
た
い
。
「
ヨ
コ
」
の
時
系
列
的
考
察
は
前
項
で
述
べ
た
。
こ
こ
で
は
前
稿
に
準
じ
て
宗
派
系
統
別
に
見
て
行
こ
う
。
顕
密
前
稿
の
大
仏
開
眼
法
要
に
は
新
義
真
言
の
豊
山
長
谷
寺
の
出
仕
が
見
え
な
い
、
と
書
い
た
が
今
回
は
先
述
の
如
く
、
三
月
三
十
─ （0 ─
日
に
新
義
と
古
義
の
真
言
宗
が
出
仕
し
て
い
る
。
特
に
新
義
で
は
、
京
都
智
積
院
代
明
星
院
・
武
州
護
持
院
代
梅
心
院
・
初
瀨
小
池
坊
代
月
輪
院
・
武
州
成
満
院
代
超
昇
寺
・
武
州
護
國
寺
代
覚
勝
院
が
出
る
。
武
州
護
持
院
・
武
州
成
満
院
・
武
州
護
國
寺
の
綱
吉
期
に
勃
興
し
た
三
ヶ
寺
が
揃
っ
て
代
僧
を
立
て
て
参
詣
し
て
い
る
事
実
は
大
変
興
味
深
い
。
武
州
成
満
院
代
の
超
昇
寺
は
隆
光
生
地
近
隣
で
、
綱
吉
死
後
、
河
内
通
法
寺
に
移
住
の
後
、
一
七
〇
九
年
に
隠
居
し
た
寺
で
あ
る
。
一
七
二
四
年
、
隆
光
は
当
寺
で
亡
く
な
り
、
墓
石
が
建
て
ら
れ
た
。
通
法
寺
に
も
墓
が
あ
る
が
共
々
近
代
初
頭
に
廃
寺
と
な
っ
た）（1
（
。
こ
の
成
満
院
と
は
隆
光
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
平
岡
定
海
『
大
佛
勧
進
も
の
が
た
り
』
で
は
「
江
戸
の
護
持
院
隆
光
の
代
と
し
て
梅
心
院
」
と
あ
る
が
、
時
の
護
持
院
は
、
護
国
寺
に
居
た
快
意
が
隆
光
の
後
釜
に
転
位
し
て
い
る
。
古
義
真
言
は
勧
修
寺
門
跡
が
今
回
も
東
大
寺
寺
務
兼
任
の
為
、
出
座
し
て
い
る
。
高
野
山
の
名
も
見
え
る
。
南
都
の
真
言
も
出
仕
。天
台
は
今
回
も
、
安
井
門
跡
が
華
厳
長
吏
で
東
大
寺
門
跡
寺
院
の
尊
勝
院
を
兼
務
し
二
月
堂
別
当
兼
帯
で
あ
り
出
仕
し
て
い
る
。
前
回
・
前
々
回
同
様
、
天
台
・
真
言
共
に
、
東
大
寺
寺
務
や
二
月
堂
別
当
を
兼
帯
し
て
い
る
が
故
の
出
仕
で
あ
り
、
京
都
に
お
け
る
大
仏
供
養
へ
の
積
極
的
な
態
度
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
前
回
・
前
々
回
の
法
要
同
様
、
今
回
も
菩
提
山
正
暦
寺
と
忍
辱
山
円
成
寺
が
出
仕
し
て
い
る
。
浄
土
系
・
浄
土
宗
今
回
も
前
回
・
前
々
回
の
法
要
同
様
、
目
を
引
く
の
は
、
京
阪
奈
を
中
心
と
し
た
浄
土
系
で
あ
る
。
特
に
浄
土
宗
鎮
西
義
で
は
知
恩
院
・
百
万
遍
・
黒
谷
、
西
山
義
で
は
深
草
派
誓
願
寺
が
出
る
。
粟
生
・
永
観
堂
・
清
浄
華
院
は
今
回
不
参
。
な
お
、
山
本
博
子）（1
（
・
今
堀
太
逸）（1
（
の
両
論
文
が
『
知
恩
院
史
料
集
』
収
載
の
知
恩
院
『
日
鑑
』
を
用
い
て
、
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る
が
、
次
の
記
載
に
は
触
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
（
勿
論
、
両
者
は
知
恩
院
側
を
中
心
と
し
た
大
仏
勧
進
・
京
都
勧
化
を
論
─ （1 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
じ
て
い
る
の
で
あ
り
、
当
方
と
は
関
心
の
対
象
が
異
な
る
か
ら
で
は
あ
る
が
）、
資
料
と
し
て
挙
げ
て
お
く
。
元
禄
五
年
三
月
の
項
で
、十
四
日
一
南
都
江
為
御
名
代
正
定
院
被
遣
ニ
付
、
未
明
被
致
登
山
、
於
爰
支
度
等
、
供
侍
宮
崎
弥
兵
衛
・
岡
田
政
右
衛
門
・
神
戸
忠
兵
衛
、
一
京
御
門
中
長
老
・
平
僧
、
各
今
日
発
足
、
右
南
都
江
被
参
、
一
大
衆
中
右
同
断
、（
中
略
）
十
六
日
一
南
都
ゟ
正
定
院
午
上
剋
被
帰
、
直
登
山
、（
中
略
）
十
九
日
一
奈
良
万
僧
供
養
当
院
行
列
之
次
第
幷
諸
事
等
記
録
載
度
由
、
東
大
寺
ゟ
申
来
、
書
記
麁
筆
難
成
、
超
勝
院
筆
者
頼
度
由
、
徳
林
院
ゟ
手
紙
遣
之
、（
中
略
）
廿
三
日
一
竜
松
院
江
徳
林
院
ゟ
御
状
、
幷
九
誾
院
江
先
日
法
事
之
次
第
・
行
列
等
之
記
遣
之）（1
（
、
と
あ
る
。
確
か
に
、
前
稿
に
も
あ
る
よ
う
に
、
各
史
料
共
通
し
て
三
月
十
五
日
、
京
都
知
恩
院
代
僧
正
定
院
と
門
中
長
老
平
僧
百
十
人
・
伴
僧
百
三
十
人
と
い
う
大
所
帯
が
法
要
に
参
列
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
主
要
な
各
宗
諸
寺
院
の
古
記
録
、
所
謂
『
日
鑑
』
類
の
残
存
状
況
を
見
る
と
、
元
禄
期
に
ま
で
遡
れ
る
の
は
殆
ど
な
い
。
そ
の
意
味
か
ら
も
、
南
都
寺
院
以
外
で
「
万
僧
供
養
」
に
出
仕
し
て
い
る
前
後
の
状
況
が
判
明
す
る
記
録
の
存
在
は
貴
重
で
あ
る
。
し
か
も
東
大
寺
側
、
就
中
、
龍
松
院
は
法
要
の
記
録
に
完
璧
─ （2 ─
を
期
す
る
為
、
知
恩
院
に
照
会
し
て
い
る
事
が
看
取
で
き
る
。
惜
し
む
ら
く
は
、『
知
恩
院
史
料
集
』「
日
鑑
・
書
簡
篇
」
一
で
は
、
日
鑑
は
元
禄
二
年
か
ら
な
の
で
、
貞
享
五
年
（
元
禄
元
年
）
の
記
録
は
無
く
、
書
簡
も
元
禄
以
前
は
延
宝
五
年
・
天
和
三
年
の
み
で
あ
り
、
元
禄
四
年
分
は
閏
八
月
頃
ま
で
、
元
禄
五
年
分
は
八
月
か
ら
で
、
丁
度
元
禄
五
年
春
の
法
要
時
期
の
も
の
が
欠
け
て
い
る
。「
日
鑑
・
書
簡
篇
」
四
も
日
鑑
は
宝
永
五
年
の
次
は
正
徳
二
年
で
、
書
翰
も
宝
永
五
年
分
の
次
は
宝
永
八
（
正
徳
元
）
年
分
な
の
で
、
今
次
法
要
の
宝
永
六
年
が
丸
々
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
山
本
論
文
が
引
用
す
る
如
く
、「
日
鑑
・
書
簡
篇
」
四
所
収
『
宝
永
五
年
日
鑑
』
に
は
、
二
月
二
十
四
日
・
八
月
四
日
に
記
事
が
あ
る
。
特
に
後
者
は
本
文
を
引
用
し
て
い
な
い
の
で
、
両
者
併
せ
て
紹
介
す
る
。
二
月
廿
四
日
（
中
略
）
一
南
都
竜
松
院
登
山
、
来
丑
四
月
中
大
仏
堂
供
養
仕
候
、
其
節
大
僧
正
幷
御
門
下
等
、
如
先
規
之
、
御
出
仕
被
下
候
様
奉
願
候
段
申
来
候
、（
中
略
）
八
月
四
日
（
中
略
）
一
南
都
竜
松
院
使
僧
本
空
、
弥
当
春
願
上
候
通
、
来
四
月
堂
供
養
ニ
付
、
御
下
向
奉
奉
（
衍
ヵ
）願
候
、
幷
前
々
御
門
中
御
出
仕
被
下
候
、
弥
今
度
も
御
出
仕
候
様
被
成
可
被
下
候
、
手
前
ゟ
も
使
僧
遣
可
然
候
ハ
ヽ
、
遣
可
申
候
、
御
指
図
被
下
候
様
、
被
申
侯
事）（1
（
、
隆
光
一
派
の
威
光
が
翳
り
だ
す
と
、
京
都
で
は
知
恩
院
、
江
戸
で
は
増
上
寺
を
夫
々
東
大
寺
は
頼
る
よ
う
に
な
る
。
な
お
西
山
派
に
関
し
て
は
、『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
古
文
書
』）（1
（
に
、
関
連
す
る
文
書
を
見
出
せ
な
か
っ
た
。
ま
た
、『
誓
願
寺
文
書
の
研
究
』）（1
（
に
も
、
関
連
す
る
文
書
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
。
─ （3 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
浄
土
系
・
真
宗
（
東
西
本
願
寺
）
積
極
的
な
浄
土
宗
に
対
し
て
今
回
も
東
西
本
願
寺
は
地
味
で
あ
る
。
本
山
か
ら
の
出
仕
も
な
く
、
殆
ど
南
都
・
郡
山
・
大
坂
か
ら
の
出
仕
で
あ
る
。
差
定
等
の
分
析
は
、
次
項
に
譲
る
。
ま
た
、
前
回
見
ら
れ
た
仏
光
寺
派
末
寺
の
参
拝
等
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宗
を
代
表
す
る
の
は
多
数
派
の
東
西
本
願
寺
で
あ
る
こ
と
は
、
現
代
と
大
差
な
い
。
但
し
、
宗
名
は
「
一
向
宗
」「
浄
土
真
宗
」
と
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。
浄
土
系
・
大
念
仏
宗
前
稿
で
「
次
の
法
要
（
宝
永
六
年
の
大
仏
殿
落
慶
法
要
）
で
は
愈
々
「
融
通
念
仏
宗
」
と
表
記
さ
れ
る
に
至
る
（
坂
東
俊
彦
「
東
大
寺
大
仏
と
融
通
念
佛
宗
」）。」
と
書
い
た
が
、
そ
の
坂
東
論
文
が
、
前
掲
し
た
『
東
大
寺
三
綱
所
日
々
記
』
の
当
該
箇
所
を
掲
示
し
て
こ
う
述
べ
る
。
六
日
曇
天
御
寺
務
へ
相
談
也
大
念
佛
宗
河
州
平
野
上
人
大
佛
／
出
仕
法
事
有
之
衆
僧
二
百
人
余
也
御
寺
務
廰
聞
ニ
／
御
出
御
供
ニ
参
也
大
通
上
人
を
は
じ
め
二
○
○
人
あ
ま
り
の
僧
侶
が
出
仕
し
て
法
要
が
営
ま
れ
、
そ
れ
を
寺
務
（
別
当
・
安
井
御
門
跡
道
恕
）
が
聴
聞
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る）11
（
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
大
念
佛
宗
」
で
あ
り
、
史
料
③
も
同
様
だ
が
、
①
に
「
融
通
大
念
佛
宗
」、
②
で
「
融
通
念
仏
宗
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
表
記
に
多
少
の
揺
ら
ぎ
は
あ
る
も
の
の
、
最
終
的
に
「
融
通
念
仏
宗
」
に
収
斂
し
て
い
く
過
程
を
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
。
─ （4 ─
浄
土
系
・
時
宗
（
霊
山
派
）
時
宗
は
今
回
も
初
回
同
様
、
霊
山
派
の
み
が
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
第
二
十
五
代
國
阿
は
全
国
を
行
脚
し
て
い
た
と
の
傍
証
も
あ
り）1（
（
、「
踊
躍
念
仏
」
も
興
行
し
、
遊
行
派
顔
負
け
で
あ
る
。「
時
宗
」
と
の
表
記
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
前
回
法
要
に
名
の
あ
っ
た
中
で
、『
時
衆
過
去
帳
』
で
寂
年
月
日
が
判
明
す
る
の
は
、
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
十
二
月
二
十
三
日
「（
京
）
法
国
寺
覚
阿
」、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
八
月
二
十
三
日
「（
七
条
）
西
光
院
［
寺
］
素
眼
」
で
あ
る
（『
時
衆
年
表
』）。
禅
宗
今
回
は
、
先
述
の
如
く
拈
香
僧
衆
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
に
妙
心
寺
の
名
が
見
え
る
。
黄
檗
宗
は
史
料
③
の
『
塩
尻
』
に
の
み
記
載
が
あ
る
の
で
、
予
定
は
さ
れ
た
が
出
座
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
按
ず
る
に
、
前
黄
檗
山
住
持
の
悦えっ
山さん
道どう
宗しゅ
う（
一
六
二
九
～
一
七
〇
九
）
が
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
七
月
二
十
九
日
、
世
寿
八
十
一
才
で
示
寂
し
た
事
と
関
係
が
あ
ろ
う
か
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
二
月
二
十
八
日
の
昼
頃
、
悦
山
は
黄
色
の
衣
に
緋
の
袈
裟
を
つ
け
て
、
笠
を
か
む
り
短
い
杖
を
持
っ
て
（
中
略
）
各
寮
舎
を
め
ぐ
っ
て
歩
い
た
。
弟
子
た
ち
は
、
隠
元
が
示
寂
の
数
カ
月
前
に
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
を
思
い
出
し
心
配
に
な
っ
た
と
い
う
。
／
四
月
頃
に
な
る
と
、
悦
山
は
帰
路
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
講
義
を
し
て
も
、
意
味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
五
月
に
な
る
と
病
気
が
重
く
な
り
、
黄
柴
山
住
持
の
悦
峰
や
多
く
の
僧
俗
が
見
舞
い
に
訪
れ
た
が
、
五
月
十
九
日
か
ら
面
会
謝
絶
と
し
、
見
舞
い
の
人
に
は
侍
者
が
応
対
に
あ
た
っ
た
。
七
月
に
な
る
と
病
気
が
ま
す
ま
す
重
く
な
り
、
ま
わ
り
の
者
は
湯
薬
を
す
す
め
た
が
、「
齢
八
十
を
超
え
て
何
ぞ
薬
を
用
い
ん
」
と
笑
っ
て
し
り
ぞ
け
た
。
七
月
二
十
七
日
に
は
、
左
右
の
者
が
遺
偈
を
求
め
た
（
中
略
）。
二
十
八
日
に
は
─ （5 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
医
者
が
来
て
、
粥
を
少
し
食
べ
た
が
、
医
者
は
皆
に
そ
ば
を
は
な
れ
な
い
よ
う
に
と
言
っ
た
。
七
月
二
十
九
日
の
午
後
二
時
頃
に
、
弟
子
の
祖
春
が
末
後
の
偈
を
請
う
と
首
を
ふ
っ
て
「
不
要
不
要
」
と
言
っ
た
。（
中
略
）
静
か
に
示
寂
し
た）11
（
。
こ
の
悦
山
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
三
月
二
十
五
日
、
奈
良
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
に
際
し
、「
黄
檗
宗
悦
山
喝
禪
兩
和
尚
」
「
導
師
摂
州
大
坂
舎
利
寺
悦
山
和
尚
并
喝
禅
和
尚
」「
導
師
攝
州
大
坂
舎
利
寺
悦
山
和
尚
」
と
各
種
史
料
に
出
る
よ
う
に
、
一
山
の
導
師
を
務
め
た
事
は
前
稿
で
紹
介
し
た
。
舎
利
寺
の
正
式
名
称
は
舎
利
尊
勝
寺
で
あ
る
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
三
月
二
十
五
日
、
奈
良
の
大
仏
開
眼
供
養
が
行
な
わ
れ
、
悦
山
は
参
列
し
て
拈
香
し
祝
偈
を
述
べ
た
。
こ
の
年
の
六
月
二
十
五
日
に
南
源
が
示
寂
し
、
秉
炬
師
を
つ
と
め
た）11
（
。
ま
た
、
ペ
ア
で
記
載
さ
れ
る
喝
禅
は
喝
禅
道
和
（
一
六
三
四
～
一
七
〇
七
）
と
い
い
、
宝
永
四
年
（
中
略
）
十
二
月
十
三
日
に
、
喝
禅
が
示
寂
し
、
悦
山
は
秉
炬
師
を
つ
と
め
た）11
（
。
と
あ
る
。
時
代
は
遡
る
が
、
貞
享
五
年
の
釿
始
法
要
時
に
「
黄
檗
派
禅
宗
山
城
仏
国
寺
高
泉
和
尚
代
僧
心
宗
」「
仏
国
寺
高
泉
和
尚
代
僧
心
宗
」「
黄
檗
派
仏
国
寺
高
泉
和
尚
使
僧
心
宗
」
等
と
前
々
稿
の
史
料
に
出
る
高こう
泉せん
性しょう
潡とん
［
敦
］
に
つ
い
て
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）、
黄
檗
山
第
四
代
独
湛
は
後
任
と
し
て
独
照
、
南
源
、
高
泉
の
三
人
を
候
補
と
し
て
推
挙
し
、
幕
府
は
高
泉
を
後
住
に
選
ん
だ
。
高
泉
は
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
一
月
二
十
一
日
に
晋
山
し
て
黄
檗
山
第
五
代
と
な
っ
た
。
四
月
に
は
、
江
戸
に
行
っ
て
将
軍
に
継
席
の
謝
恩
を
し
た
。
こ
の
年
、
了
翁
の
喜
捨
に
よ
っ
て
、
法
堂
、
禅
堂
、
斎
堂
、
東
方
丈
、
西
方
丈
お
よ
び
諸
寮
舎
の
修
復
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
各
堂
を
つ
な
ぐ
廻
廊
な
ど
を
新
し
く
造
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
高
泉
は
黄
葉
中
興
と
称
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
年
は
高
泉
の
六
十
歳
の
年
に
当
た
っ
て
お
り
、
十
月
八
日
の
誕
生
日
に
は
お
祝
い
が
行
な
わ
れ
た）11
（
。
と
あ
る
。
─ （6 ─
法
要
に
は
代
僧
を
立
て
た
が
、
公
慶
に
贈
っ
た
詩
や
疏
で
あ
る
『
佛
国
寺
高
泉
贈
公
慶
上
人
詩
并
序
』『
佛
国
寺
高
泉
贈
公
慶
上
人
千
僧
供
養
疏
』
が
記
録
さ
れ
て
い
る）11
（
。
曹
洞
宗
は
今
回
検
出
で
き
な
い
。
律
宗
唐
招
提
寺
は
三
月
二
十
八
日
、
西
大
寺
は
今
回
、
菩
提
山
と
同
日
の
四
月
五
日
に
出
仕
し
て
い
る
。
両
者
共
、
南
京
律
と
い
う
よ
り
、
南
都
（
平
城
京
）
七
大
寺
と
し
て
の
出
仕
だ
ろ
う
か
。
北
京
律
の
泉
涌
寺
は
見
え
な
い
。
日
蓮
・
法
華
宗
法
華
寺
院
は
、
や
は
り
と
言
う
べ
き
か
不
出
仕
で
あ
る
。
今
回
は
公
儀
主
催
で
あ
っ
た
が
故
に
消
極
的
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た
、
元
禄
四
年
に
不
受
不
施
の
「
軟
派
」
で
あ
る
「
悲
田
宗
」
が
禁
止
さ
れ
た
事
も
背
景
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い）11
（
。
三
三
法
要
の
比
較
繰
り
返
す
が
、
三
法
要
と
は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
四
月
二
日
か
ら
八
日
ま
で
の
大
仏
殿
の
釿
ち
ょ
う
な
始はじめ
法
要
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
三
月
八
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
。
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
三
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
の
東
大
寺
大
仏
殿
堂
供
養
。
─ （（ ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
で
あ
る
。
こ
の
内
、
前
稿
で
触
れ
て
い
な
か
っ
た
大
仏
開
眼
供
養
の
史
料
を
紹
介
す
る
。
先
に
掲
げ
た
特
別
展
「
東
大
寺
公
慶
上
人
江
戸
時
代
の
大
仏
復
興
と
奈
良
」
の
解
説
付
き
図
版
目
録
（
図
録
）
に
次
の
古
記
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
出
品
番
号 
名
称 
員
数 
所
蔵
者
53 
東
大
寺
年
中
行
事
記 
一
冊
紙
本
墨
書
江
戸
時
代
元
禄
五
、
六
年
（
一
六
九
二
、
三
） 
奈
良
・
東
大
寺
64 
春
日
社
記
録 
一
冊
紙
本
墨
書
江
戸
時
代
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
） 
奈
良
・
春
日
大
社
こ
の
中
で
、
後
者
の
図
版
解
説
に
「
な
お
記
録
中
の
大
仏
開
眼
の
法
会
次
第
は
東
大
寺
の
記
録
を
借
用
し
、
筆
写
し
て
い
る
。
（
坂
東
［
俊
彦
］）」
と
あ
る
。
図
版
を
見
る
と
、
確
か
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ま
ず
表
紙
に
「
元
禄
五
年
壬申
日
記
」
と
あ
り
、
日
次
記
の
図
版
で
は
、
断
片
的
な
記
述
で
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
適
宜
、
半
角
空
け
で
文
意
を
補
っ
た
。
（
三
月
）
八
日
（
中
略
）
一
東
大
寺
大
佛
開
眼
供
養
始
ル
今
日
ヨ
リ
三
十
ヶ
日
／
之
間
四
月
八
日
迠
也
（
中
略
）
今
日 
勸
修
寺
御
門
跡
（
中
略
）
十
四
日 
大
佛
參
詣 
智
恩
院
方
丈
代
出
仕
也 
長
老
大
勢
行
／
烈
（
中
略
）
十
七
日 
夜
中
ヨ
リ
雨
降 
昼
迠
大
雨
也
（
中
略
）
十（マ
マ
）七日 
大
佛
出
仕
靈
山
寺 
十
八
日 
法
隆
寺 
十
九
日 
黑
谷
長
老
（
中
略
）
廿
一
日
（
中
略
）
今
日
東
大
寺
出
仕
百
万
遍
（
中
略
）
廿
二
日 
大
佛
西
大
寺
出
仕 
廿
三
日 
上
之
太
子 
南
都
一
向
二
派
朝
ヨ
リ
（
中
略
）
─ （（ ─
廿
四
日 
晴
天 
大
坂
浄
土
宗
出
仕
三
十
人
（
中
略
）
廿
六
日 
興
福
寺
大
佛
江
出
仕
（
中
略
）
四
月
（
中
略
）
／
七
日
（
中
略
）
今
日
大
佛
（
中
略
）
靈
山
（
中
略
）
躍
念
佛
（
中
略
）
茶
セ
ン
ウ
リ
也
／
長
吏
ト
云
九
十
計
老
僧
金
ダ
ン
ノ
袋
ニ
鹿
ノ
角
ヲ
入
棒
ノ
先
ニ
付
テ
（
下
略
）
判
読
で
き
か
ね
る
箇
所
も
多
い
が
、
大
略
こ
の
よ
う
な
記
載
で
あ
る
。
最
後
の
空
也
僧
に
対
す
る
言
辞
は
、
神
職
ゆ
え
か
、
差
別
意
識
を
前
面
に
出
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
一
部
、
他
の
史
料
と
相
違
す
る
点
が
あ
り
、
そ
れ
を
是
正
す
る
為
か
、
上
掲
し
た
日
記
の
次
に
、
前
掲
解
説
に
あ
っ
た
「
東
大
寺
の
記
録
を
借
用
」
し
た
記
録
が
出
る
。
大
佛
開
眼
供
養
諸
寺
出
仕
次
第
記 
東
大
寺
ニ
テ
借
本
也
三
月
八
日
東
大
寺
千
部
開
闢
勸
修
寺
御
門
跡
御
導
師
九
日
ヨ
リ
毎
日
出
仕 
法
隆
寺 
西
大
寺
／
招
提
寺 
十
三
日 
智
恩
院
方
丈
代
淨
土
宗
大
坂
ニ
テ
見
物 
奈
良
一
向
〃黒谷
和
刕
ノ
／
靈
山
寺 
京
ノ
靈
山
丸
山
廿
五
日
黄
檗
山
二
百
人
計
僧 
融
通
大
念
佛
二
百
人
僧
／
誓
願
寺
大
坂
ノ
同
宗
旨 
忍
辱
山 
菩
提
山
寺 
陽
觀
堂 
和
束
郷
之
内
禪
家
／
百
丈
山
大
智
禪
寺 
正
法
禪
寺 
京
ノ
靈
山
鉢
扣 
廿
六
日 
雨
天
／
廿
七
日 
興
福
寺
（
以
下
略
）
「
陽
觀
堂
」
は
「
永
觀
堂
」
の
音
通
だ
ろ
う
が
、
い
み
じ
く
も
「
ヨ
ウ
カ
ン
」
と
読
ん
で
い
た
事
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
東
大
寺
に
現
存
す
る
史
料
で
、「
陽
觀
堂
」
と
表
記
す
る
も
の
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
誤
写
か
。
「
鉢
扣
」
は
「
鉢
叩
」
の
事
だ
が
、
こ
こ
で
も
日
記
本
文
同
様
、
空
也
僧
を
「
京
ノ
靈
山
」
と
誤
っ
て
い
る
。
按
ず
る
に
、
ど
ち
ら
も
「
躍
念
佛
」
を
す
る
事
か
ら
の
誤
認
で
あ
ろ
う
（
本
当
の
「
京
ノ
霊
山
」
は
「
丸
山
」
と
共
に
、
そ
の
前
に
記
載
）。
─ （9 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
さ
て
、
大
仏
開
眼
供
養
の
他
史
料
と
突
き
合
わ
せ
て
み
る
と
、
幾
つ
か
相
違
点
が
あ
る
。
日
記
本
文
に
「
十
四
日 
大
佛
參
詣
智
恩
院
方
丈
代
出
仕
也
」、「
大
佛
開
眼
供
養
諸
寺
出
仕
次
第
記
（
以
下
、「
次
第
記
」
と
略
す
）」
に
「
十
三
日 
智
恩
院
方
丈
代
淨
土
宗
」
と
あ
る
が
、
前
稿
で
掲
げ
た
他
史
料
で
の
「
知
恩
院
」
出
仕
は
全
て
三
月
十
五
日
で
あ
る
。
日
記
本
文
で
は
十
五
日
の
記
述
が
な
い
の
で
、
誤
記
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
「
次
第
記
」
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、「
次
第
記
」
に
は
「
法
隆
寺
西
大
寺
招
提
寺
」
と
出
る
が
、
招
提
寺
は
三
月
十
六
日
、
法
隆
寺
は
翌
十
七
日
、
西
大
寺
は
二
十
二
日
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
日
記
の
「
十
七
日 
大
佛
出
仕
靈
山
寺 
十
八
日 
法
隆
寺 
十
九
日 
黑
谷
長
老
」「
廿
二
日 
大
佛
西
大
寺
出
仕 
廿
三
日 
上
之
太
子 
南
都
一
向
二
派
」
は
正
し
い
。「
十
七
日 
夜
中
ヨ
リ
雨
降 
昼
迠
大
雨
也
」
と
の
記
述
も
、
前
稿
史
料
⑤
の
「
斯
日
大
雨
午
時
ヨ
リ
雨
晴
タ
リ
」
と
一
致
す
る
。「
廿
四
日 
晴
天 
大
坂
浄
土
宗
出
仕
三
十
人
」
の
人
数
は
、
他
で
は
八
十
四
人
な
の
で
少
な
い
。「
廿
六
日
興
福
寺
大
佛
江
出
仕
」
は
前
稿
史
料
⑤
に
依
れ
ば
「
雨
故
今
日
興
福
寺
ノ
御
寺
務
御
出
仕
御
延
引
」
と
あ
り
、
翌
二
十
七
日
に
順
延
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
次
第
記
」
と
も
合
致
す
る
。
「
次
第
記
」
の
「
和
刕
ノ
靈
山
寺
」
は
三
月
十
七
日
、「
京
ノ
靈
山
丸
山
」
は
四
月
六
日
で
あ
る
。「
廿
五
日
黄
檗
山
二
百
人
計
僧
」
は
前
稿
史
料
④
と
同
じ
で
、「
融
通
大
念
佛
二
百
人
僧
」
は
三
月
二
十
八
日
で
二
百
三
十
～
二
百
五
十
人
と
他
史
料
に
あ
る
。「
誓
願
寺
大
坂
ノ
同
宗
旨
」
は
四
月
三
日
、「
忍
辱
山
」
は
円
成
寺
の
事
で
四
月
二
日
、「
菩
提
山
寺
」
は
正
曆
寺
の
事
で
三
月
二
十
九
日
、「
陽
觀
堂
」
は
先
に
触
れ
た
通
り
「
永
觀
堂
」
で
あ
ろ
う
が
四
月
二
日
、「
和
束
郷
之
内
禪
家
百
丈
山
大
智
禪
寺
正
法
禪
寺
」
と
詳
ら
か
に
記
載
し
て
あ
る
が
、
四
月
四
日
。
つ
ま
り
、
順
番
は
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
史
料
を
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
さ
て
、
本
題
に
戻
り
、
史
料
①
に
出
る
、
東
本
願
寺
派
の
「
德
願
寺
良
胤
」「
專
念
寺
祐
誓
」「
教
行
寺
了
伯
」
の
三
寺
三
僧
、
及
び
同
宗
同
派
他
寺
の
出
仕
を
纏
め
て
み
よ
う
（
順
不
同
）。
重
複
出
仕
は
太
字
で
表
記
し
た
。
前
々
回
德
願
寺
專
信
專
念
寺
祐
圓
教
行
寺
了
伯
南
蓮
寺
玄
隆
光
瀬
寺
春
徹
─ （0 ─
前
回
徳
願
寺
専
信
専
念
寺
祐
円
教
行
寺
了
伯
南
蓮
寺
玄
隆
光
瀬
寺
浄
晟
照
光
寺
恵
順
同
徒
弟
円
空
法
敬
寺
休
円
永
泉
寺
春
安
応
現
寺
知
秀
今
回
德
願
寺
良
胤
專
念
寺
祐
誓
教
行
寺
了
伯
教
行
寺
了
伯
は
三
法
要
に
出
仕
し
て
い
る
事
が
判
明
し
た
。
続
い
て
西
本
願
寺
。
東
本
願
寺
同
様
、
①
に
出
る
「
南
都
淨
教
寺
行
省
」「
正
覺
寺
了
宗
」「
郡
山
正
願
寺
湛
慧
」「
同
所
淨
照
寺
遵
海
」
の
寺
僧
、
及
び
同
宗
同
派
他
寺
の
出
仕
を
纏
め
て
み
よ
う
（
順
不
同
）。
一
部
割
愛
し
た
。
南
都
前
々
回
淨
教
寺
行
空
正
覺
寺
了
玄
弟
子
行
蓮
末
寺
照
光
寺
春
海
末
寺
長
泉
寺
前
回
浄
教
寺
行
空
正
覚
寺
了
賢
常
称
寺
了
玄
行
空
弟
子
行
蓮
了
賢
弟
子
了
宗
浄
教
寺
末
寺
西
方
寺
月
舟
浄
教
寺
末
無
量
寺
受
教
受
峯
円
達
了
海
是
空
雲
月
一
祐
義
海
今
回
淨
教
寺
行
省
正
覺
寺
了
宗
郡
山
前
々
回
光
慶
寺
正
意
淨
照
寺
空
山
正
顯
寺
榮
春
（
※
郡
山
地
域
に
正
願
寺
は
あ
れ
ど
正
顯
寺
な
し
）
末
寺
信
行
寺
正
玄
（
正
願
寺
カ
）
─ （1 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
前
回
光
慶
寺
正
意
浄
照
寺
清
遵
正
願
寺
祐
智
善
照
寺
玄
了
誓
得
［
傳
カ
］
寺
可
祐
教
誓
寺
受
玄
正
隆
遵
昌
円
照
寺
恵
賛
法
成
寺
恵
閑
教
念
寺
番
龍
妙
応
寺
円
海
正
光
寺
是
心
今
回
淨
照
寺
遵
海
正
願
寺
湛
慧
こ
ち
ら
は
、
三
法
要
に
全
て
出
仕
し
て
い
る
者
は
い
な
か
っ
た
。
な
お
、
前
々
稿
で
は
史
料
に
「
正
顯
寺
」
と
あ
っ
た
の
で
、
寺
院
の
比
定
が
出
来
ず
、
空
欄
に
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
二
法
要
で
は
「
正
願
寺
」
と
出
て
い
た
。
郡
山
地
域
に
正
願
寺
は
あ
れ
ど
正
顯
寺
は
な
い
の
で
、
こ
こ
は
「
正
願
寺
」
で
あ
っ
た
ろ
う
。
現
存
す
る
寺
院
で
あ
る
。
四
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
一
部
、
前
稿
を
踏
襲
す
る
。
法
要
の
順
序
・
日
程
貞
享
五
年
時
は
、
全
七
日
間
の
日
程
中
、
第
六
日
目
に
、
東
・
西
本
願
寺
、
大
念
佛
宗
・
霊
山
時
宗
の
順
で
出
仕
し
た
。
全
体
を
見
る
と
、
南
都
諸
宗
・
寺
以
外
で
は
、
初
日
に
浄
土
（
西
山
）
誓
願
寺
、
三
日
目
に
黄
檗
、
五
日
目
に
も
黄
檗
・
浄
土
（
西
山
）、
六
日
目
に
浄
土
（
鎮
西
）・
東
西
本
願
寺
、
大
念
佛
・
霊
山
時
宗
で
あ
っ
た
。
最
終
日
の
前
日
に
、
西
山
派
以
外
の
浄
土
系
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
元
禄
五
年
時
は
、
三
十
一
日
間
中
、
十
六
日
目
に
東
・
西
本
願
寺
、
翌
十
七
日
目
に
郡
山
浄
土
真
宗
（
西
本
願
寺
）、
二
十
一
─ （2 ─
日
目
に
大
念
佛
宗
、
二
十
九
日
目
に
霊
山
時
宗
、
三
十
日
目
に
遊
行
時
宗
と
空
也
堂
僧
、
で
あ
る
。
ほ
ぼ
、
前
回
の
順
番
と
同
じ
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
法
要
の
後
半
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
で
あ
る
。
霊
山
が
先
で
遊
行
が
後
、
と
い
う
の
も
室
町
時
代
な
ら
騒
擾
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
按
ず
る
に
、
霊
山
は
前
回
参
列
し
た
、
と
い
う
故
事
来
歴
を
主
張
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
空
也
堂
も
新
規
の
参
加
ゆ
え
に
結
願
法
要
の
後
に
回
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
次
宝
永
六
年
は
十
八
日
中
、
四
日
目
に
東
本
願
寺
、
五
日
目
に
霊
山
時
宗
、
六
日
目
に
西
本
願
寺
が
出
仕
し
て
い
る
。
因
み
に
、
六
日
目
に
は
遊
行
時
宗
の
代
僧
が
拈
香
し
て
い
る
。
そ
し
て
十
六
日
目
に
融
通
念
仏
宗
が
最
大
七
百
人
の
陣
容
で
出
仕
し
て
い
る
。
三
法
要
を
通
じ
て
、
人
数
で
は
融
通
念
仏
宗
が
他
を
圧
倒
し
、
時
宗
で
は
霊
山
派
の
積
極
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
法
要
の
差
定
今
回
、
差
定
ら
し
き
も
の
を
記
載
し
て
い
る
の
は
史
料
②
だ
け
な
の
で
、
そ
れ
を
見
て
い
く
。
東
本
願
寺
派
「
先
唄
次
焼
香
次
三
誓
偈
次
讃
次
念
仏
回
向
次
退
出
行
列
仕
丁
六
人
上
下
着
四
人
素
襖
十
人
僮
僕
雑
々
」
西
本
願
寺
派
「
先
伽
陀
次
阿
弥
陀
経
行
道
次
回
向
次
念
仏
次
退
出
」
霊
山
正
法
寺
・
丸
山
安
養
寺
・
東
山
長
楽
寺
「
先
伽
陀
次
敬
礼
天
人
次
無
常
偈
次
踊
躍
念
仏
次
願
以
此
功
徳
次
十
念
次
退
出
」
融
通
念
仏
宗
「
先
三
拝
次
讃
鉢
次
転
読
法
華
経
次
梵
網
経
次
釈
迦
宝
号
大
行
道
次
大
念
仏
回
向
次
退
散
」
ほ
ぼ
、
前
回
を
踏
襲
し
て
い
る
。
東
本
願
寺
は
「
三
誓
偈
」
で
西
本
願
寺
は
「
阿
弥
陀
経
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
時
間
の
関
係
だ
ろ
う
。
偈
文
の
中
で
短
い
部
類
の
代
表
と
し
て
偈
文
の
中
で
は
「
三
（
重
）
誓
偈
」、
経
典
で
は
「
阿
弥
陀
（
小
）
─ （3 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
経
」
を
選
ん
だ
も
の
と
想
像
で
き
る
。
時
宗
は
「
踊
躍
念
仏
」、
融
通
念
仏
宗
「
法
華
経
」「
梵
網
経
」「
大
念
仏
回
向
」、
と
宗
の
独
自
性
を
前
面
に
出
し
て
い
る
。
但
し
、
時
宗
の
三
大
行
儀
と
い
え
ば
、「
遊
行
・
踊
躍
念
仏
・
賦
算
（
念
仏
札
配
り
）」
で
あ
る
が
、「
賦
算
」
に
関
し
て
は
、
主
流
の
「
遊
行
派
」
と
京
都
に
お
い
て
嘗
て
は
有
力
で
あ
っ
た
「
四
条
派
」、
関
東
で
は
「
当
麻
派
」
の
、
所
謂
「
専
売
特
許
」
で
あ
っ
た
。
三
法
要
に
欠
か
さ
ず
出
仕
し
た
「
霊
山
派
」
は
「
賦
算
」
こ
そ
し
な
い
も
の
の
、
伊
勢
熊
野
参
詣
に
障
り
な
し
と
す
る
「
柏
の
護
符
」
を
独
自
に
頒
布
し
て
い
た
筈
で
あ
る）11
（
。
現
に
、
前
回
法
要
で
は
「
禪
門
講
柏
葉
御
判
。
國
阿
上
人
杖
木
履
素
襖
著
小
結
著
白
張
傘
」「
禅
門
栢
葉
御
判
國
阿
上
人
杖
木
［
・
］
履
。
素
襖
。
小
丁
。
傘
持
。」「
禪
門
栢
葉
御
判
國
阿
上
人
杖
木
履
。
素
襖
小
結
。
白
丁
。
傘
持
。」「
禅
門
栢
葉
御
判
国
阿
上
人
杖
木
履
素
／
襖
小
結
白
丁
傘
持
」
と
あ
る
の
で
、「
柏
の
護
符
」
の
版
木
を
持
参
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
護
符
も
配
れ
ば
、
よ
り
注
目
度
も
増
し
た
で
あ
ろ
う
。
跋
ま
と
め
に
か
え
て
三
法
要
を
概
観
し
て
以
上
の
分
析
か
ら
、
こ
の
盛
儀
出
仕
を
宗
勢
拡
大
や
知
名
度
上
昇
の
機
会
と
捉
え
て
い
る
時
宗
や
融
通
念
仏
宗
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
黄
檗
宗
の
活
躍
が
今
回
見
ら
れ
な
い
が
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
中
心
的
存
在
の
僧
の
闘
病
が
あ
っ
た
為
と
考
え
た
い
。
但
し
、
今
次
法
要
で
は
な
い
が
、
黄
檗
僧
の
特
長
で
も
あ
る
、
書
や
偈
・
疏
・
詩
作
が
需
め
ら
れ
た
事
例
も
あ
っ
た
。
平
岡
定
海
が
項
目
執
筆
を
し
た
小
学
館
『
日
本
大
百
科
全
書
』
の
「
大
仏
開
眼
供
養
」
の
要
旨
を
述
べ
れ
ば
、
奈
良
東
大
寺
大
仏
の
入
眼
の
儀
式
で
、
新
造
の
仏
像
・
仏
画
に
眼
を
入
れ
霊
を
迎
え
る
の
が
開
眼
供
養
で
あ
る
。
東
大
寺
の
大
仏
の
開
眼
供
養
は
─ （4 ─
数
回
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
は
七
五
二
年
（
天
平
勝
宝
四
）
四
月
九
日
に
イ
ン
ド
僧
の
菩ぼ
提だい
僊せん
那な
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
え
れ
ば
、
当
初
か
ら
国
際
色
豊
か
で
あ
っ
た
儀
式
に
、
黄
檗
の
渡
来
中
国
僧
が
花
を
添
え
る
の
は
必
須
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
こ
の
「
堂
供
養
」
に
そ
の
姿
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
随
分
寂
し
い
も
の
に
な
っ
た
感
懐
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
併
せ
て
、
幕
府
肝
煎
り
の
浄
土
宗
鎮
西
派
の
積
極
性
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
い
た
、
浄
土
宗
西
山
派
は
今
次
法
要
に
関
し
て
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
で
は
、
真
宗
は
と
い
う
と
、
他
宗
の
法
要
で
存
在
感
を
示
す
よ
り
も
、
自
身
の
教
団
内
で
正
信
偈
和
讃
や
御
文
章
を
中
心
と
し
た
法
要
を
着
実
に
実
施
す
る
道
を
選
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
宗
寺
院
を
舞
台
に
す
る
と
い
う
制
約
の
下
、
短
時
間
で
法
事
を
済
ま
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
あ
ら
ば
、
宗
主
が
わ
ざ
わ
ざ
出
張
す
る
必
然
性
も
な
く
、
終
始
代
僧
で
済
ま
せ
た
意
味
も
理
解
で
き
る
。
掛
軸
の
本
尊
を
持
参
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
真
宗
の
本
分
は
親
鸞
の
讃
嘆
で
あ
る
。
宗
祖
の
末
裔
が
儀
式
を
執
行
す
る
意
味
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
廟
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
興
行
と
し
て
、
拝
観
・
見
物
す
る
側
に
立
て
ば
、
例
え
ば
東
本
願
寺
特
有
の
坂ばん
東どう
曲ぶし
を
披
露
す
る
な
ど
の
工
夫
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
て
も
然
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
真
宗
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て
、
南
都
の
人
々
の
記
憶
に
残
っ
た
で
あ
ろ
う
事
を
夢
想
す
る
と
、
何
と
も
惜
し
い
気
が
す
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
教
団
側
に
立
て
ば
、
貴
種
を
人
目
に
晒
さ
ず
秘
匿
す
る
事
で
、
権
威
や
象
徴
性
を
高
め
る
効
果
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
様
の
事
は
、
融
通
念
仏
に
も
言
え
る
。
現
在
、
聖
聚
来
迎
会
と
阿
弥
陀
経
万
部
会
が
融
合
さ
れ
た
融
通
念
佛
宗
総
本
山
大
念
佛
寺
最
大
の
伝
統
行
事
の
通
称
名
を
「
万
部
お
練
り
」
と
い
う
。
例
年
五
月
の
Ｇ
Ｗ
は
二
十
五
菩
薩
来
迎
会
で
大
い
に
同
寺
境
内
が
賑
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
東
大
寺
で
行
え
ば
出
仕
人
数
の
多
寡
に
拘
ら
ず
、
話
題
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。「
練
り
供
養
」
の
源
─ （5 ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
流
は
源
信
所
縁
の
當
麻
に
あ
る
と
い
う
か
ら
、
現
在
行
な
っ
て
い
る
當
麻
寺
も
、
あ
る
い
は
百
万
遍
知
恩
寺
も
、
披
露
す
れ
ば
な
お
一
層
、
盛
り
上
が
っ
た
事
だ
ろ
う
。
現
在
の
寺
院
で
は
、
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
で
集
客
す
る
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
で
は
、
文
字
通
り
「
庇
を
貸
し
て
母
屋
が
乗
っ
取
ら
れ
て
い
る
」
状
態
で
し
か
な
い
。
も
し
も
現
代
に
、
本
当
の
意
味
で
の
千
僧
万
僧
供
養
式
を
行
お
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
良
い
の
だ
ろ
う
か
。
ど
れ
だ
け
の
社
会
的
反
響
を
呼
べ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
か
ら
三
百
年
前
の
先
人
た
ち
に
学
ぶ
事
、
学
べ
る
事
は
大
き
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
考
え
る
事
は
決
し
て
無
駄
で
は
な
い
と
思
う
。
結
局
、
こ
の
三
法
要
後
の
各
教
団
も
、
社
会
も
、
連
帯
せ
ず
に
内
向
き
に
な
っ
て
行
っ
た
感
が
あ
る
。
天
平
の
伽
藍
よ
り
も
、
一
回
り
小
さ
く
狭
い
元
禄
の
大
仏
殿
で
さ
え
、
縮
み
ゆ
く
今
と
な
っ
て
は
持
て
余
す
程
の
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
公
慶
の
一
大
事
業
が
負
の
遺
産
と
成
り
果
て
ぬ
よ
う
、
我
々
も
不
断
の
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
事
に
円
成
す
る
こ
と
だ
け
が
目
的
化
し
た
僧
侶
の
為
だ
け
の
法
要
に
な
ら
ぬ
よ
う
、
今
後
も
自
身
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
註（１
）
古
賀
克
彦
「
近
世
の
東
大
寺
大
仏
千
僧
会
等
に
お
け
る
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
№
34
、
二
〇
一
八
年
）。
（
２
）
古
賀
克
彦
「
元
禄
五
年
の
東
大
寺
大
仏
開
眼
万
僧
供
養
に
於
け
る
真
宗
と
時
宗
・
融
通
念
仏
宗
の
対
比
」（『
武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要
』
№
35
、
二
〇
一
九
年
）。
（
３
）
以
下
、
こ
の
項
に
於
い
て
、
論
文
は
◯
、
単
著
は
◎
で
弁
別
す
る
。
順
不
同
。
◯
平
岡
定
海
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
大
仏
殿
の
再
興
に
つ
い
て
―
勧
修
寺
蔵
「
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」
を
中
心
と
し
て
─ （6 ─
―
」（『
南
都
佛
教
』
二
四
号
、
一
九
七
〇
年
。〔
史
料
〕
と
し
て
、「
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」
の
翻
刻
も
付
す
）。
の
ち
、
次
項
著
作
の
本
文
篇
と
史
料
篇
に
、
そ
れ
ぞ
れ
所
収
。
◎
平
岡
定
海
『
日
本
寺
院
史
の
研
究
』
中
世
・
近
世
編
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
。
◎
平
岡
定
海
『
東
大
寺
の
歴
史
』
至
文
堂
〔
日
本
歴
史
新
書
（3
〕、
一
九
六
一
・
一
九
六
六
・
一
九
七
七
年
。
◎
平
岡
定
海
・
山
口
光
朔
『
東
大
寺
』
社
会
思
想
社
〔
現
代
教
養
文
庫
290
〕、
一
九
六
八
年
。
◎
平
岡
定
海
『
大
佛
勧
進
も
の
が
た
り
』
大
蔵
出
版
〔
大
蔵
新
書
８
〕、
一
九
七
七
年
。
の
ち
、
次
項
著
作
と
し
て
新
装
復
刊
。
◎
平
岡
定
海
『
大
佛
勧
進
も
の
が
た
り
』
吉
川
弘
文
館
〔
読
み
な
お
す
日
本
史
〕、
二
〇
一
四
年
。
◎
平
岡
定
海
『
東
大
寺
』
教
育
社
〔
教
育
社
歴
史
新
書
〈
日
本
史
６
〉〕、
一
九
七
七
年
。
（
４
）
註
（
３
）
に
掲
示
の
平
岡
定
海
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
大
仏
殿
の
再
興
に
つ
い
て
」（
掲
載
誌
七
一
頁
。
著
書
七
〇
二
～
七
〇
三
頁
）。
な
お
、
こ
こ
に
出
て
く
る
大
屋
徳
城
「
東
大
寺
史
」
は
、
平
岡
明
海
［
編
纂
及
発
行
］『
東
大
寺
史
』
華
嚴
宗
東
大
寺
、
一
九
四
〇
年
・
一
九
四
三
年
再
版
、
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
扉
や
凡
例
、
奥
付
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
書
の
「
華
嚴
宗
管
長
、
東
大
寺
別
當
鷲
尾
隆
慶
」
の
「
序
」
に
、
幸
に
、
友
人
大
屋
德
城
氏
は
本
職
の
懇
望
を
容
れ
、
拮
据
勉
勵
、
極
め
て
短
日
月
の
間
に
、
本
書
を
草
し
て
、
希
望
に
副
は
れ
し
こ
と
は
、
本
職
の
感
謝
し
て
措
か
ざ
る
所
で
あ
る
。
と
あ
る
こ
と
か
ら
判
明
す
る
。
そ
の
他
、
次
の
著
作
・
論
文
も
重
要
で
あ
る
。
◎
堀
池
春
峰
（
東
大
寺
［
監
修
］・
東
大
寺
史
研
究
所
［
編
］）『
東
大
寺
史
へ
の
い
ざ
な
い
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
四
年
。
（
同
書
二
七
～
二
八
頁
に
、「
大
仏
殿
再
興
に
は
、
公
慶
の
出
願
に
よ
っ
て
、
元
禄
十
年
九
月
に
十
万
両
勧
進
の
許
可
を
あ
た
え
、
五
ヵ
年
に
わ
た
っ
て
諸
大
名
・
諸
臣
の
石
高
百
石
に
つ
き
金
一
分
の
拠
出
を
命
じ
て
積
極
的
に
助
力
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
と
あ
る
）
○
林
亮
勝
「
元
禄
の
大
仏
殿
再
興
に
つ
い
て
将
軍
家
の
か
か
わ
り
を
中
心
と
し
て
」（
南
都
佛
教
研
究
会
［
編
集
］『
南
都
佛
教
』
四
三
・
四
四
合
併
號
、
東
大
寺
図
書
館
、
一
九
八
〇
年
）。
○
古
川
聡
子
「
近
世
奈
良
町
の
都
市
経
済
と
東
大
寺
復
興
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
一
六
九
号
、
大
阪
歴
史
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
お
、
東
大
寺
龍
松
院
に
関
し
て
は
、
次
の
論
文
も
あ
る
。
○
筒
井
英
俊
「
龍
松
院
家
の
人
々
」（『
大
和
文
化
研
究
』
十
一
巻
八
号
、
一
九
六
六
年
。
の
ち
、
筒
井
寛
秀
［
編
］『
東
大
寺
論
叢
』「
論
考
篇
」
─ （（ ─
宝永六年の東大寺大仏殿堂供養に於ける真宗と時宗・融通念仏宗の対比
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
年
、
第
一
部
第
七
章
）。
（
５
）
佛
書
刊
行
會
［
編
纂
］『
大
日
本
佛
教
全
書
』
一
二
二
巻
「
東
大
寺
叢
書
」
第
二
。
原
本
一
九
三
二
年
・
復
刻
一
九
七
八
年
、
第
一
書
房
、
一
〇
三
～
一
一
七
頁
。
（
６
）
島
津
良
子
・
坂
東
俊
彦
「
玉
井
家
蔵
「
大
仏
殿
再
建
記
」
解
説
お
よ
び
史
料
翻
刻
」
第
三
回
（
南
都
佛
教
研
究
会
［
編
集
］『
南
都
佛
教
』
八
九
號
、
東
大
寺
図
書
館
、
二
〇
〇
七
年
）。
（
７
）
天
野
信
景
『
塩
尻
』
三
十
三
（
日
本
随
筆
大
成
編
輯
部
［
編
］『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
十
四
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）。
同
書
一
八
一
～
一
八
五
頁
。
こ
の
史
料
は
、
吉
田
栄
治
郎
「
近
世
大
和
の
三
昧
聖
―
一
国
仲
間
組
織
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
細
川
涼
一
［
編
］『
三
昧
聖
の
研
究
』
硯
文
社
、
二
〇
〇
一
年
）
の
本
文
に
「『
塩
尻
』
三
十
三
の
大
仏
殿
供
養
に
か
か
わ
る
記
事
」
と
紹
介
さ
れ
（
同
書
一
五
一
頁
）、
註
に
、
『
日
本
随
箪
大
成
』〈
第
三
期
〉
十
四
所
収
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
七
年
）。
こ
の
記
事
に
は
「
こ
れ
は
供
養
の
時
板
に
彫
て
売
け
る
記
な
り
」
と
付
記
さ
れ
て
お
り
、
法
事
内
容
は
「
大
仏
殿
堂
供
養
記
」
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
か
ら
そ
れ
な
り
の
信
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
と
あ
る
（
同
書
一
六
八
～
一
六
九
頁
）。
（
８
）
古
賀
克
彦
「
近
世
の
霊
山
・
国
阿
時
衆
に
つ
い
て
」（『
時
衆
文
化
』
十
三
号
、
時
衆
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
９
）
細
川
涼
一
［
編
］『
三
昧
聖
の
研
究
』
一
五
一
頁
。
（
10
）
細
川
涼
一
［
編
］『
三
昧
聖
の
研
究
』
一
五
〇
～
一
五
一
頁
。
（
11
）
以
上
、
細
川
涼
一
［
編
］『
三
昧
聖
の
研
究
』
一
六
八
頁
。
ま
た
、
同
書
に
は
、
以
下
の
論
文
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
○
上
別
府
茂
「
摂
州
三
昧
聖
の
研
究
―
特
に
千
日
墓
所
三
昧
聖
を
中
心
と
し
て
―
」（
初
出
『
尋
源
』
三
十
号
、
大
谷
大
學
國
史
研
究
會
、
一
九
七
八
年
）。
○
吉
井
敏
幸
「
中
世
～
近
世
の
三
昧
聖
の
組
織
と
村
落
―
大
和
国
の
場
合
―
」（
初
出
『
部
落
問
題
研
究
』
一
四
五
輯
、
一
九
九
八
年
）。
○
杣
田
善
雄
「
元
禄
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
興
と
綱
吉
政
権
」（
初
出
『
南
都
佛
教
』
四
三
・
四
四
合
併
號
、
東
大
寺
図
書
館
、
一
九
八
〇
年
。
の
ち
、
同
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
思
文
閣
出
版
〔
思
文
閣
史
学
叢
書
〕、
二
〇
〇
三
年
、「
第
二
章
元
禄
の
東
大
寺
大
仏
殿
再
興
と
綱
吉
政
権
」。
元
と
な
っ
た
二
〇
〇
二
年
の
京
都
大
学
学
位
論
文
「
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
」
の
要
旨
お
よ
び
「
論
文
内
容
の
要
旨
」「
論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨
」
が
京
都
大
学
学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
「
紅
」
で
見
る
事
が
出
来
る
。
な
お
、
全
く
の
余
談
だ
が
、google books
の
藤
井
─ （（ ─
学
『
本
能
寺
と
信
長
』
の
中
身
は
何
故
か
杣
田
善
雄
『
幕
藩
権
力
と
寺
院
・
門
跡
』
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
十
月
二
十
八
日
閲
覧
）。
（
12
）
上
別
府
茂
「
三
昧
聖
と
葬
送
―
行
基
系
三
昧
聖
を
中
心
と
し
て
」（
五
来
重
・
桜
井
徳
太
郎
・
大
島
建
彦
・
宮
田
登
［
編
］『
講
座
日
本
の
民
俗
宗
教
』
二
「
仏
教
民
俗
学
」、
弘
文
堂
、
一
九
八
〇
年
。
二
二
九
・
二
三
九
頁
）。
（
13
）
古
賀
克
彦
「
河
内
国
壺
井
通
法
寺
に
就
い
て
―
羽
曳
野
市
通
法
寺
址
の
隆
光
墓
碑
に
因
ん
で
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
五
四
巻
二
＝
一
〇
八
号
、
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
に
お
け
る
第
56
回
学
術
大
会
紀
要
２
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
14
）
山
本
博
子
「
江
戸
期
に
お
け
る
東
大
寺
再
建
に
つ
い
て
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
三
四
巻
一
＝
六
七
号
、
花
園
大
学
に
お
け
る
第
36
回
学
術
大
会
紀
要
１
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
、
一
九
八
五
年
）。
こ
の
報
告
を
承
け
て
次
の
論
文
が
重
要
で
あ
る
。
山
本
博
子
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
知
恩
院
と
東
大
寺
―
特
に
東
大
寺
塔
頭
竜
松
院
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
鷹
陵
史
学
』
一
二
号
、
同
会
、
一
九
八
六
年
。
以
下
、
山
本
論
文
と
略
す
。
（
15
）
今
堀
太
逸
「
大
仏
再
興
の
勧
進
と
浄
土
宗
の
支
援
」「
徳
川
綱
吉
・
桂
昌
院
と
増
上
寺
貞
誉
了
也
、
贈
大
師
号
」（
同
『
浄
土
宗
の
展
開
と
総
本
山
知
恩
院
』
法
藏
館
、
二
〇
一
八
年
、
第
Ⅴ
部
「
東
大
寺
大
仏
勧
進
と
法
然
贈
大
師
号
」
の
第
一
章
・
第
二
章
）。
な
お
、
今
堀
著
作
当
該
箇
所
の
註
で
、
『
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
』（
略
称
『
興
隆
略
記
』）
の
引
用
は
、
平
岡
定
海
「（
史
料
）
大
仏
殿
再
興
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」
（『
南
都
佛
教
』
二
四
号
、
一
九
七
○
年
）
に
よ
る
。
書
誌
に
つ
い
て
は
同
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
東
大
寺
大
仏
殿
の
再
興
に
つ
い
て
―
―
勧
修
寺
蔵
「
大
仏
殿
再
建
発
願
以
来
諸
興
隆
略
記
」
を
中
心
に
し
て
―
―
」（
同
二
三
号
、
一
九
七
○
年
）
参
照
。（
同
書
三
七
八
頁
）
と
し
て
い
る
が
前
掲
の
通
り
、
両
者
は
同
一
の
『
南
都
佛
教
』
二
四
號
所
収
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
同
書
の
註
で
、
『
大
仏
殿
釿
始
千
僧
供
養
私
記
」（『
大
日
本
仏
教
全
書
』
威
儀
部
一
）。
出
仕
の
僧
名
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
一
、
北
京
知
恩
院
寺
中
同
京
門
中
僧
名
（
以
下
略
。
同
書
三
七
九
頁
）
と
あ
る
が
、
原
典
と
照
ら
す
と
一
部
に
記
載
漏
れ
が
あ
る
。
同
書
の
註
の
話
ば
か
り
で
恐
縮
で
あ
り
、
当
方
も
同
じ
間
違
い
を
し
て
い
た
の
で
、
他
人
の
事
は
言
え
な
い
の
だ
が
、
島
津
良
子
・
板
東
俊
彦
「
玉
井
家
蔵
『
大
仏
殿
再
建
記
』
解
説
お
よ
び
史
料
翻
刻
第
一
回
」（『
南
都
佛
教
』
八
六
号
、
二
○
○
五
年
）
。
（
同
書
三
七
九
頁
）
島
津
良
子
・
板
東
俊
彦
「
玉
井
家
蔵
『
大
仏
殿
再
建
記
』
解
説
お
よ
び
史
料
翻
刻
第
二
回
」（『
南
都
佛
教
』
八
六
号
、
二
○
○
五
年
）。
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（
同
書
三
八
〇
頁
）
と
あ
り
、
人
名
索
引
で
も
「
板
東
俊
彦
」
と
あ
る
が
（
同
書
横
組
６
頁
）、
こ
れ
は
全
て
「
坂
東
俊
彦
」
で
あ
る
。
自
戒
を
込
め
て
訂
正
を
提
言
す
る
。
ま
た
屋
上
屋
を
重
ね
れ
ば
、
前
者
の
「
史
料
翻
刻
第
一
回
」（『
南
都
佛
教
』
八
六
号
、
二
○
○
五
年
）
は
正
し
い
が
、
後
者
の
「
史
料
翻
刻
第
二
回
」（『
南
都
佛
教
』
八
六
号
、
二
○
○
五
年
）
は
八
八
号
（
二
〇
〇
六
年
）
で
あ
る
。
（
16
）
以
上
、
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
［
編
］『
知
恩
院
史
料
集
』「
日
鑑
・
書
簡
篇
」
一
、
一
九
七
四
年
、
一
四
六
～
一
四
七
頁
。
（
1（
）
以
上
、
総
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
［
編
］『
知
恩
院
史
料
集
』「
日
鑑
・
書
簡
篇
」
四
、
一
九
八
五
年
、
二
二
・
六
五
頁
。「
如
先
規
之
」
と
は
、
貞
享
五
年
の
大
仏
殿
の
釿
始
法
要
を
指
す
か
。
（
1（
）
宇
高
良
哲
・
福
田
行
慈
・
中
野
正
明
［
編
］『
京
都
永
観
堂
禅
林
寺
古
文
書
』
文
化
書
院
、
一
九
九
二
年
。
（
19
）
誓
願
寺
文
書
研
究
会
［
編
］『
誓
願
寺
文
書
の
研
究
―
戦
国
・
京
都
・
総
本
山
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
七
年
。
（
20
）
坂
東
俊
彦
「
東
大
寺
大
仏
と
融
通
念
佛
宗
―
東
大
寺
江
戸
修
復
興
期
を
中
心
に
―
」
福
原
隆
善
［
監
修
］・
開
宗
九
〇
〇
年
記
念
・
大
通
上
人
三
〇
〇
回
御
遠
忌
奉
修
局
［
編
］『
融
通
念
佛
宗
に
お
け
る
信
仰
と
教
義
の
邂
逅
』
法
藏
館
、
二
〇
一
五
年
、
四
六
四
頁
。
（
21
）
高
野
修
「（
口
絵
解
説
）
絹
本
著
色
国
阿
上
人
随
心
像
」（『
時
宗
教
学
年
報
』
十
六
輯
、
時
宗
教
学
研
究
所
、
一
九
八
八
年
）
に
以
下
の
解
説
が
あ
る
。
題
簽
に
は
さ
ら
に
「
此
上
人
若
か
り
し
時
よ
り
回
国
の
志
有
て
亨
年
三
十
に
及
て
西
国
行
脚
、
四
十
に
し
て
四
国
遍
路
五
十
二
乃
載
に
至
て
東
国
・
坂
東
・
秩
父
・
羽
黒
湯
殿
山
・
塩
竃
浦
・
松
嶋
・
筑
波
・
日
光
山
・
鹿
嶋
神
社
・
鎌
倉
・
大
山
・
妙
儀ママ
山
・
信
州
善
光
寺
・
木
曽
路
の
こ
な
た
か
な
た
め
く
り
悉
し
て
残
る
方
な
し
、
近
く
ハ
享
保
丙（元
）申
の
年
正
月
元
旦
を
伊
勢
参
拝
一
千
日
の
初
参
と
し
て
同（享
保
三
年
）
戊
戌
の
年
に
至
て
其
巧
見
らママ
ぬ
。
又
四
年
四
月
晦
日
に
足
を
発
し
て
出
雲
石
見
を
こ
え
て
西
海
道
九
ヶ
国
に
行
脚
す
。
い
さ
さ
か
も
行
法
い
と
ま
な
し
と
い
へ
と
も
和
歌
の
浦
波
を
分
て
玉
を
拾
へ
る
事
す
ぐ
な
か
ら
す
、
さ
れ
は
や
つ
か
れ
の
知
己
た
る
事
と
し
あ
り
、
故
に
都
重
雅
内
の
求
に
求
し
侍
る
事
し
か
な
り
」
と
あ
っ
て
和
歌
「
法
の
声
の
起
り
も
あ
ら
し
伊
勢
の
海
や
き
よ
き
渚
の
鶴
の
千
と
せ
も
」
を
書
き
と
め
て
い
る
、
こ
れ
に
よ
る
と
国
阿
上
人
は
坂
東
か
ら
松
島
・
日
光
・
鎌
倉
・
大
山
に
も
回
国
し
て
い
る
が
『
国
阿
上
人
伝
』
に
は
、
そ
う
し
た
地
域
に
回
国
し
た
記
録
は
な
い
な
ど
か
ら
、
こ
の
国
阿
上
人
随
心
画
像
は
享
保
期
に
国
阿
上
人
で
あ
っ
た
某
上
人
の
画
像
で
は
な
い
か
と
推
論
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。（
中
略
）
東
京
白
金
松
秀
寺
蔵
で
あ
る
。
（
22
）
木
村
得
玄
『
初
期
黄
槃
派
の
僧
た
ち
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
七
年
、
一
二
三
～
一
二
四
頁
。
（
23
）
木
村
得
玄
『
初
期
黄
槃
派
の
僧
た
ち
』
一
二
七
～
一
二
八
頁
。「
秉ひん
炬こ
」（「
ひ
ん
」
は
「
秉
」
の
唐
宋
音
）
禅
宗
で
、
火
葬
の
時
、
棺
に
火
を
─ 90 ─
つ
け
る
儀
式
。
後
に
は
、
火
を
つ
け
る
し
ぐ
さ
を
示
す
だ
け
と
な
っ
た
。
下あ
火こ
と
も
言
う
（『
精
選
版
日
本
国
語
大
辞
典
』
小
学
館
）。
（
24
）
木
村
得
玄
『
初
期
黄
槃
派
の
僧
た
ち
』
一
二
五
頁
。
（
25
）
木
村
得
玄
『
初
期
黄
槃
派
の
僧
た
ち
』
九
〇
頁
。
（
26
）
小
島
裕
子
「
大
仏
殿
釿
始
・
千
僧
供
養
・
油
倉
宝
物
御
覧
に
関
す
る
勧
修
寺
所
蔵
の
法
会
記
録
―
東
大
寺
大
仏
開
眼
供
養
復
原
（
三
）
翻
刻
お
よ
び
解
題
―
」（『
勧
修
寺
論
輯
』
五
号
、
勧
修
寺
聖
教
文
書
調
査
団
、
二
〇
〇
八
年
）
（
2（
）
例
え
ば
、
今
江
廣
道
・
小
沼
修
一
［
校
訂
］・
久
我
通
誠
『
通
誠
公
記
』
二
（
續
群
書
類
從
完
成
會
〔
史
料
纂
集
古
記
録
編
（9
〕、
一
九
九
〇
年
）
に
、
次
の
標
出
を
持
つ
記
事
が
あ
る
。
元
禄
四
年
五
月
十
二
日
条
標
出
「
日
蓮
宗
不
受
不
施
の
一
派
悲
田
宗
と
號
す
／
幕
府
悲
田
宗
を
禁
じ
宗
旨
改
を
な
す
／
悲
田
宗
は
受
不
施
又
は
他
宗
に
改
め
し
む
」（
同
書
一
二
八
頁
）
同
十
四
日
条
標
出
「
武
家
傳
奏
よ
り
再
び
悲
田
宗
に
關
す
る
通
達
あ
り
」「
家
内
幷
に
知
行
所
に
悲
田
宗
あ
ら
ば
そ
の
人
數
及
び
改
宗
せ
る
旨
の
證
文
を
取
り
武
家
傳
奏
に
届
出
づ
べ
し
」（
同
書
一
二
九
頁
）
同
十
八
日
条
標
出
「
悲
田
宗
信
者
家
内
幷
に
知
行
所
に
存
せ
ざ
る
旨
武
家
傳
奏
に
届
出
づ
」（
同
書
一
三
〇
頁
）
（
2（
）
古
賀
克
彦
「【
口
絵
解
説
】
国
阿
画
像
」（『
時
衆
文
化
』
三
号
、
時
衆
文
化
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
）。
（
国
府
台
女
子
学
院
高
等
部
教
諭
、
近
世
仏
教
史
）
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表
法
要
対
照
表
宝
永
六
年
史
料
①
大
佛
殿
堂
供
養
記
史
料
②
大
佛
殿
再
建
記
史
料
③
塩
尻
史
料
④
宝
永
再
建
大
仏
殿
史
料
④
α
宝
永
再
建
大
仏
殿
史
料
⑤
宝
永
六
年
再
建
大
仏
殿
副
題
等
南
都
東
大
寺
大
殿
落
慶
上
棟
儀
宝
永
六
年
己
丑
三
月
十
七
日
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
之
覺
東
大
寺
大
佛
殿
堂
供
養
ニ
付
諸
方
ヨ
リ
出
仕
覺
三
月
廿
一
日
開
闢
。
華
嚴
會
。
專
寺
學
侶
。
兩
堂
三
ヶ
院
末
寺
等
衆
僧
出
仕
。
都
合
四
十
九
口
。
舞
樂
十
有
之
也
。
導
師 
当
寺
別
当
兼
安
井
門
主
道
恕
前
大
僧
正 
華
厳
会 
辰
ノ
尅
当
寺
ノ
学
侶
両
堂
衆
末
寺
等
四
十
八
人
真
言
院
ニ
集
会
ス
自
今
日
至
四
月
八
日
毎
日
法
花
千
部
南
京
密
宗
仏
聖
加
持
音
楽
導
師 
安
井
道
恕
大
僧
正 
東
大
寺
衆
徒
同
末
山
僧
侶 
栂
尾
尚
［
高
カ
］
山
寺 
安
倍
山
崇
敬
寺 
高
山
法
楽
寺 
新
薬
師
寺
防
州
凡
出
僧
百
口 
楽
人
五
十
員 
承
仕
十
五
人 
小
綱
十
人 
公
人
三
十
五
人 
舞
楽
十
番
辰
之
刻
御
寺
中
不
残
眞
言
院
エ
御
添
［
参
カ
］
東
大
寺
衆
僧
未
［
末
］
寺
迄
東
大
寺
衆
僧
末
寺
迠
三
月
廿
二
日
法
事
無
之
。
公
盛
上
人
出
仕
。
仏
餉
加
持 
公
盛
上
人
勤
ム
之
ヲ
会
中
毎
日
有
之
南
都
十
三
ヶ
寺
僧
侶
凡
四
十
八
人
佛
餉
加
持 
公
盛
上
人 
會
中
毎
日
御
勤
東
大
寺
（
※
空
欄
）
三
月
廿
三
日
午
剋
。
法
事
。
專
寺
學
侶
中
出
仕
勤
之
。
講
問
。
当
寺
学
侶
出
仕 
三
論
宗
論
義
南
京
真
言
宗
九
十
口
巳
之
刻
寺
中
御
出
仕
論
義
有
之
候
事
東
大
寺
東
大
寺
三
月
廿
四
日
妙
心
寺
惣
代
拈
香
有
之
。
聖
澤
院
杲
山
座
元
。
同
諷
經
問
。
首
座
定
首
座
。
松
首
座
也
。
大
高
座
上
向
佛
前
設
香
爐
也
。
京
鹿
谷
法
然
院
同
拈
香
有
之
。日
中
法
事
出
仕
者
。
東
本
願
寺
門
徒
德
願
寺
權
律
師
良
胤
。
伴
僧
十
二
人
。
同
專
念
寺
祐
誓
。
伴
僧
八
人
。
同
教
行
寺
了
伯
。
伴
僧
四
人
。
各
于
大
佛
殿
出
仕
。
法
事
勤
之
也
。
未
剋
。
京
靈
山
正
法
寺
第
二
十
五
代
國
阿
上
人
。
同
丸
山
安
養
寺
同
長
樂
寺
等
。
右
三
ヶ
寺
之
衆
僧
。
各
出
仕
。
法
事
勤
之
也
。
辰
刻
京
東
本
願
寺
派
南
都
三
箇
寺
并
伴
僧
二
十
四
人
出
仕 
先
唄 
次
焼
香 
次
三
誓
偈 
次
讃 
次
念
仏
回
向 
次
退
出 
行
列
仕
丁
六
人 
上
下
着
四
人 
素
襖
十
人 
僮
僕
雑
々
拈
香
僧
衆 
京
妙
心
寺
惣
代 
同
鹿
谷
法
然
院
同
東
門
浄
土
真
宗
六
十
口
辰
刻
南
都
一
向
宗
出
仕
京
都
靈
山
丸
山
長
樂
寺
出
仕
京
妙
心
寺
惣
代
同
鹿
谷
法
然
院
南
都
東
本
願
寺
門
中
辰
ノ
刻
ニ
京
妙
心
寺
衆
念
番
［
捻
香
カ
］
有
靈
鷲
山
正
法
寺 
安
養
寺 
長
楽
寺
南
都 
東
本
願
寺
門
中
辰
ノ
刻
ニ
京
妙
心
寺
衆
念
番
［
捻
香
カ
］
有
同
日 
靈
鷲
山 
正
法
寺 
安
養
寺 
長
楽
寺
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三
月
廿
五
日
午
剋
。
法
事
。
專
寺
學
侶
中
相
勤
之
。
大
懺
悔
寶
號
等
也
。
從
眞
言
院
出
仕
。
公
人
。
承
仕
。
小
綱
等
供
奉
也
。
紀
州
高
野
山
常
樂
院
。
谷
總
代
蜜
藏
院
快
惠
。
成
壽
院
快
雅
。
東
光
院
義
盛
。
聖
覺
院
快
盛
。
不
動
院
盛
任
。
右
五
人
各
於
大
殿
拈
香
有
之
也
。
辰
刻
今
日
（
京
）
霊
山
正
法
寺
丸
山
安
養
寺
東
山
長
楽
寺
并
寺
僧 
衆
僧
十
五
人
出
仕
先
伽
陀 
次
敬
礼
天
人 
次
無
常
偈 
次
踊
躍
念
仏 
次
願
以
此
功
徳 
次
十
念 
次
退
出
午
ノ
刻
当
寺
学
侶
出
仕 
先
ツ
大
懺
悔 
次
仏
前
ニ
立
列
メ
釈
迦
宝
号
七
反 
次
退
出
拈
香
僧
衆 
紀
州
高
野
山
常
楽
院
谷
惣
代
（
※
記
載
ナ
シ
）
午
刻
寺
中
出
仕
上
人
様
御
断
被
仰
御
出
仕
無
之
高
野
常
樂
院
谷
惣
代
（
※
空
欄
）
（
※
空
欄
）
三
月
廿
六
日
遊
行
上
人
代
僧
。
京
都
莊
嚴
寺
覺
阿
。
同
七
條
宗
壽
院
兩
人
共
。
于
堂
内
出
仕
拈
香
有
之
。
播
州
淨
土
寺
惣
代
歡
喜
院
。
同
拈
香
有
之
。
日
中
。
出
仕
法
事
者
。
西
本
願
寺
門
徒
。南
都
淨
教
寺
民
部
卿
行
省
。
同
末
寺
十
四
ヶ
寺
。正
覺
寺
了
宗
。
從
僧
四
人
。
郡
山
正
願
寺
湛
慧
。
從
僧
同
断
。
同
所
淨
照
寺
遵
海
。
從
僧
同
斷
。
右
四
ヶ
寺
一
所
ニ
出
仕
。
法
事
勤
之
。
午
刻
京
西
本
願
寺
派
南
都
郡
山
四
箇
寺
并
其
末
寺
十
四
人
伴
僧
十
七
人
出
仕
先
伽
陀 
次
阿
弥
陀
経
行
道 
次
回
向 
次
念
仏 
次
退
出
拈
香
僧
衆 
遊
行
上
人
代
京
都
荘
厳
寺
播
州
浄
土
寺
代
歓
喜
院
南
京
西
門
中
五
十
口
午
刻
本
願
寺
門
徒
寺
僧
出
仕遊
行
上
人
代
京
莊
嚴
寺 
播
州
淨
土
寺
代
歡
喜
院
南
都
西
本
願
寺
門
中
南
都 
西
本
願
寺
門
中
三
月
廿
七
日
河
川
［
州
］
上
太
子
惣
代
無
量
壽
院
。
大
殿
出
仕
。
拈
香
有
之
。
拈
香
僧
衆 
河
州
上
太
子
無
量
寿
院
薬
師
五
十
口
河
州
上
太
子
代 
無
量
壽
院
藥
師
寺
藥
師
寺
三
月
廿
八
日
南
都
唐
招
提
寺
一
山
之
學
僧
出
仕
。
日
中
法
事
勤
之
。
散
華
行
道
出
仕
。
還
列
之
時
。
音
樂
等
有
之
。
午
ノ
刻
唐
招
提
寺
衆
僧
三
十
五
人
出
仕 
梵
網
会
招
提
寺
七
十
五
口
招
提
寺
衆
中
出
仕
唐
招
提
寺
招
提
寺
三
月
廿
九
日
高
野
山
學
侶
惣
代
三
和
院
堯
英
。
於
佛
前
拈
香
有
之
也
。
巳
剋
。
法
事
。
從
南
都
藥
師
寺
一
山
堂
學
［
僧
］不
殘
出
仕
勤
之
。散
華
行
道
。
出
仕
還
列
等
音
樂
有
之
也
。
日
中
法
事
。
專
寺
學
侶
兩
堂
出
仕
相
勤
之
。從
眞
言
院
出
仕
。小
綱
。公
人
。
承
仕
。
三
役
等
供
奉
。
装
束
袍
服
衲
衣
。
下
臈
者
青
甲
也
。
出
仕
還
列
音
樂
舞
樂
十
有
之
。如
開
闢
也
。
寺
務
前
大
僧
正
道
恕
。
聽
聞
所
御
出
仕
也
。
其
行
粧
無
作
法
也
。
堂
内
聽
聞
所
設
之
者
也
。
午
刻
薬
師
寺
衆
僧
十
五
人
出
仕
行
列
同
招
提
寺 
四
箇
法
用
未
刻
当
寺
学
侶
出
仕
拈
香
僧
衆 
紀
州
高
野
山
学
侶
惣
代
三
和
院
舞
楽
如
初
日
興
福
寺
導
師
大
乗
院
貫
主
隆
尊
同
寺
衆
僧
一
百
員 
衆
徒
二
十
人 
中
綱
十
人 
承
仕
二
十
人 
公
人
三
十
人
午
刻 
藥
師
寺
衆
中
出
仕
未
ノ
刻
東
大
寺 
舞
樂
有
之中
宮
寺
様
御
参
詣
圓
照
寺
様
尼
衆
参
詣 
ま
ん
ち
う
折
遣
之
舞
樂
有
之
舞
樂
有
之
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三
月
晦
日
京
都
智
積
院
惣
代
明
星
院
堯
智
。
武
州
護
持
院
代
僧
梅
心
院
。
和
州
初
瀨
寺
小
池
坊
代
僧
月
輪
院
。
武
州
成
滿
院
前
大
僧
正
代
僧
正
春
。
同
國
護
國
寺
前
大
僧
正
代
僧
覺
心
院
。
紀
州
金
剛
峯
寺
聖
方
惣
代
常
德
院
。
大
阪
天
王
寺
ノ
一
心
寺
。
河
州
譽
田
大
滿
院
。
右
八
人
。
各
於
佛
前
拈
香
有
之
也
。
拈
香
僧
衆
京
都
智
積
院
代
明
星
院
武
州
護
持
院
代
梅
心
院
初
瀨
小
池
坊
代
月
輪
院
武
州
成
満
院
代
超
昇
寺
武
州
護
國
寺
代
覚
勝
院
摂
州
天
王
寺
一
心
寺
紀
州
高
野
山
聖
方
惣
代
常
徳
院
河
州
誉
田
大
満
院
紀
州
高
野
山
衆
僧
凡
二
百
余
口
京
都
智
積
院
代
明
星
院
武
州
護
持
院
代
梅
心
院
初
瀨
小
池
坊
代
月
輪
院
武
州
成
滿
院
代
超
昇
寺
武
州
護
國
寺
代
覚
勝
院
紀
州
高
野
山
聖
坊
惣
代
常
徳
院
摂
州
天
王
寺
一
心
寺
河
州
譽
田
大
満
院
長
谷
寺
名
代
月
輪
院
長
谷
寺
名
代
月
輪
院
四
月
朔
日
京
都
知
恩
院
名
代
如
來
寺
出
仕
。
衆
僧
二
百
口
餘
。
於
大
殿
出
仕
。
法
事
勤
之
。
同
日
未
剋
。
和
州
畑
之
郷
眞
言
宗
同
出
仕
。
法
事
勤
之
也
。勢
州
松
坂
樹
敬
寺
隨
譽
上
人
。
於
佛
前
拈
香
有
之
。
巳
刻
京
都
知
恩
院
代
如
来
寺
并
門
中
長
老
五
十
人
平
僧
六
十
四
人
伴
僧
五
十
人
出
仕
午
刻
和
州
畑
卿
［
郷
］ 
真
言
宗
衆
僧
十
六
人
出
仕
拈
香
僧
衆 
勢
州
松
坂
樹
教
寺
北
京
智
恩
院
尊
統
法
親
王 
円
理
大
僧
正
衆
僧
凡
一
百
三
十
五
口
知
恩
院
代
如
来
寺
門
中
上
下
凡
六
百
人
余
午
之
刻
和
州
畑
郷
勢
州
松
阪
［
坂
］
樹
教
寺
京
都 
知
恩
院
名
代
三
百
人
余
京
都 
知
恩
院
名
代
三
百
人
余
四
月
二
日
金
剛
山
大
宿
坊
名
代
地
藏
院
宗
順
。
於
佛
前
拈
香
有
之
。
日
中
法
事
者
。
當
國
法
隆
寺
一
山
之
大
衆
不
殘
勤
之
也
。
山
州
醍
醐
三
寶
院
門
跡
御
使
者
。
拈
香
有
之
。
巳
刻
法
隆
寺
衆
僧
三
十
二
人
出
仕拈
香
僧
衆 
河
州
金
剛
山
大
宿
坊
代
地
蔵
院
醍
醐
三
宝
院
御
門
跡
御
使
者
黄
檗
山
万
福
寺
衆
僧
凡
一
百
五
十
口
法
隆
寺
出
仕
河
州
金
剛
山
大
宿
坊
名
代
地
藏
院
醍
醐
三
寶
院
様
ヨ
リ
御
使
者
御
香
儀
金
五
百
疋
法
隆
寺
法
隆
寺
四
月
三
日
京
都
誓
願
寺
名
代
法
雲
寺
。
於
佛
前
拈
香
在
之
也
。
日
中
法
事
。
坂
陽
知
恩
院
門
中
勤
之
。
午
刻
京
知
恩
院
派
大
坂
衆
僧
八
十
一
人
伴
僧
百
七
十
人
出
仕
拈
香
僧
衆 
京
誓
願
寺
代
法
雲
寺
西
大
寺
衆
僧
凡
七
十
口
畑
郷
密
宗
六
十
口
京
知
恩
院
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
凡
上
下
五
百
人
余京
誓
願
寺
代
法
雲
寺
大
坂
知
恩
院
門
中
八
拾
ヶ
寺
余
大
坂 
知
恩
院
門
中
八
十
ヶ
寺
余 
畑
郷
中
ノ
寺
四
月
四
日
和
州
三
輪
山
平
等
寺
。
吉
祥
院
。
常
樂
院
。
桂
林
院
。
右
各
於
佛
前
拈
香
有
之
。
同
國
内
山
永
久
寺
惣
代
無
量
院
。
同
國
矢
田
金
剛
山
寺
惣
代
南
僧
坊
。
同
國
金
剛
山
惣
代
實
相
院
。
右
三
ヶ
寺
各
同
拈
香
有
之
。
日
中
法
事
。
攝
州
大
坂
淨
土
宗
百
萬
遍
門
中
各
出
仕
勤
之
。
午
ノ
刻
京
百
万
遍
知
恩
院［
寺
］
派
大
坂
衆
僧
六
十
人
出
仕
拈
香
僧
衆 
和
州
三
輪
山
平
等
寺同
内
山
永
久
寺
惣
代
同
金
剛
山
惣
代
同
矢
田
寺
惣
代
南
僧
坊
内
山
僧
衆
六
十
口
京
知
恩
院
［
寺
］
派
大
阪
［
坂
］
百
万
遍
門
中
出
仕
大
坂 
百
万
遍
門
中
大
坂 
百
万
遍
門
中
四
月
五
日
大
阪
［
坂
］
天
滿
淨
土
眞
宗
三
光
寺
。
於
佛
前
拈
香
有
之
。
巳
剋
。
西
大
寺
一
山
衆
僧
出
仕
。
法
事
勤
之
。
同
未
剋
。
菩
提
山
正
曆
寺
一
山
衆
僧
出
仕
。
法
事
勤
之
。
從
新
大
典
侍
局
御
代
參
。
於
佛
前
拈
香
有
之
。
巳
刻
西
大
寺
衆
僧
三
十
二
人
出
仕
最
勝
会
未
刻
菩
提
山
正
暦
寺
衆
僧
二
十
人
出
仕
拈
香
僧
衆 
大
坂
浄
土
真
宗
三
光
院
［
寺
］
菩
提
山
僧
衆
五
十
口
谷
口
僧
衆
四
十
口
巳
之
刻 
西
大
寺
衆
出
仕
未
刻
菩
提
山
出
仕
大
阪
［
坂
］
淨
土
眞
宗
三
光
院
［
寺
］
巳
ノ
刻 
西
大
寺
未
ノ
刻 
菩
提
山
巳
ノ
刻 
西
大
寺
未
ノ
刻 
菩
提
山
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四
月
六
日
和
州
釜
口
山
惣
代
成
就
院
純
盛
。
同
普
賢
院
圓
榮
。
同
國
西
松
尾
寺
惣
代
福
壽
院
。
同
國
當
麻
寺
惣
代
地
藏
院
。
右
四
人
各
於
佛
前
拈
香
有
之
。
日
中
法
事
。
河
州
平
野
融
通
大
念
佛
宗
大
通
和
尚
出
仕
勤
之
。
衆
僧
凡
二
百
人
餘
。
午
刻
融
通
念
仏
宗
河
州
平
野
大
通
上
人
并
門
中
衆
僧
二
百
十
五
人
伴
僧
四
百
三
十
人
出
仕 
先
三
拝 
次
讃
鉢 
次
転
読
法
華
経 
次
梵
網
経 
次
釈
迦
宝
号
大
行
道 
次
大
念
仏
回
向 
次
退
散
拈
香
僧
衆 
和
州
釜
口
惣
代
成
就
院 
同
西
松
尾
寺
惣
代
福
寿
院 
同
当
麻
寺
惣
代
地
蔵
院
摂
州
平
野
大
念
仏
宗
衆
僧
凡
一
百
八
十
口
※
参
考
『
東
大
寺
三
綱
所
日
々
記
』
註
29
御
寺
務
へ
相
談
也
大
念
佛
宗
河
州
平
野
上
人
大
佛
／
出
仕
法
事
有
之
衆
僧
二
百
人
余
也
御
寺
務
廳
聞
／
御
出
御
供
参
也
平
野
大
通
上
人
并
門
中
衆
僧
貳
百
十
五
人
出
仕
下
々
共
凡
七
百
人
余
和
州
釜
口
惣
代
成
龍
院 
同
西
松
尾
寺
惣
代 
福
壽
院同
當
麻
寺
惣
代
地
藏
院
平
野 
大
念
佛
寺
平
野 
大
念
佛
寺
四
月
七
日
攝
州
大
阪
［
坂
］
黑
谷
門
中
淨
土
宗
出
仕
。
法
事
勤
之
。
興
福
寺
一
乘
院
門
跡
御
兒
多
喜
宮
御
參
詣
。
於
佛
前
大
高
座
上
御
燒
香
有
之
。
坊
官
諸
太
夫
御
門
下
寺
僧
等
御
供
也
。
供
奉
之
行
粧
。
略
式
之
儀
也
。
京
桃
尾
山
龍
福
寺
。大
門
院
賢
清
。
同
安
樂
院
圓
海
。
各
於
佛
前
拈
香
有
之
也
。
堂
内
東
方
大
衆
床
之
後
邊
に
樂
人
之
座
儲
之
。
毎
日
從
諸
山
一
出
仕
法
事
之
度
。散
華
行
道
。
出
仕
還
列
等
に
音
樂
奏
之
者
也
。
申
剋
龍
松
院
内
之
衆
僧
等
出
仕
。
兩
部
秘
法
修
之
。拈
香
等
有
之
也
。 （
※
「
第
十
七
日
」
欠
）
忍
辱
山
僧
衆
三
十
九
口
京
黒
谷
金
戒
光
明
寺
派
大
阪
［
坂
］
門
中
出
仕
和
州
桃
尾
山
龍
福
寺 
同
安
樂
院
大
坂 
黒
谷
門
中
大
坂 
黒
谷
門
中
四
月
八
日
結
願
之
法
事
。
最
勝
會
執
行
。
先
辰
剋
集
會
鐘
突
之
也
。
于
時
專
寺
末
寺
衆
僧
諸
役
人
等
。
於
眞
言
院
集
會
而
。
大
佛
殿
出
仕
。
行
列
装
束
等
如
開
闢
也
。
勅
使
御
下
向
無
之
。
雖
然
如
開
闢
御
座
之
儲
有
之
也
。
公
盛
上
人
別
床
出
仕
。
其
莊
如
開
闢
也
。
導
師
安
井
門
主
前
大
僧
正
道
恕
御
出
仕
。
結
願
導
師 
当
寺
別
当
兼
安
井
門
主
道
恕
前
大
僧
正
最
勝
会
巳
ノ
刻
当
寺
ノ
学
侶
両
堂
衆
末
寺
等
四
十
八
人
出
仕
舞
楽
如
初
日
東
大
寺 
向
［
高
カ
］
山
寺 
崇
敬
寺 
法
楽
寺 
新
薬
師
寺
大
和
国
中
聖
方
凡
五
百
員
※
参
考
『
南
都
大
佛
殿
供
養
之
次
第
』
註
21
五
畿
内
聖
都
合
九
十
七
人
巳
之
刻
寺
中
不
残
御
出
仕
法
事
相
濟
申
候
上
尓
て
大
和
河
内
聖
人
數
九
十
六
人
焼
香
但
堂
外
尓
て
初
之
東
大
寺
安
井
御
門
跡
東
大
寺
安
井
御
門
跡
受
齊
僧
一
万
百
二
十
人
受
齊
俗
十
五
万
千
三
百
六
十
人
結
縁
受
齊
ノ
俗
人
并
諸
国
ノ
大
仏
講
并
ニ
僧
俗
ノ
僮
僕
等
右
ノ
外
毎
日
焼
香
諸
宗
僧
侶
至
回
向
日
凡
一
万
三
千
余
口
卜
云
々
